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に対 して ， 言語的な方面か ら若干の検討を加え
よ う と する も のであ る 。 政府の作る声明文 と か，
外交文書や条約文 と い う も のは， と か く 無味乾
燥で没個性的な も の と者倣されがちであ る が，
それ らが特定の国家， 民族， 意識形態， 時代及
び時代精神， 環境， 事情等の具体的制約の も と
に おいて作成される も のであ る以上は， それ ら
を反映 した一定の個性を有する に至る こ と は 自
明であ る 。 また国家政府の作る斯かる文書は，
常に国家の休戚に関する も のであ れ 時には数
千万数憶の内外人民の禍福に も影響を及ぼすよ
う な性質を持つ こ と があ る故に ， こ の種の文書
は， 人類が営む言語活動の中で も ， 特段に深刻
な意義を有する こ と は否定で き ない。 こ の意味
では， これは言語活動の重要な一分野 と して ，
す ぐれた文芸作品に も劣らず， 批判吟味に価す
る も の と い っ て差支えない。
日 中国交樹立， 中米国交樹立等について語る
と すれば， それは国際関係論であ り ， 国際政治
学の分野に属する も の と 謂 う べ きであ ろ う 。 ま
たその事実関係を裏づける為に は多 く の公式 と
非公式の情報や資料が存在するであろ う 。 しか
し， 窮極的には数少い声明や条約の文言が， そ
のすべての委細を代表してい る こ と も確かな事
実であ る 。 小論は， その検討対象を飽 く まで公
表された公式の声明や条約文の文言に限定 し，
その言語表現の側面か ら どの様な こ と が明 ら か
に し得るかを期待 した も のである 。
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結 語
1972年 2 月 ， ア メ リ カ のニ ク ソ ン大統領は歴
史的な北京訪問を行い， 同月 29 日上海で中国 と
ア メ リ カ は 「共同 コ ミ ュ ニケJ (聯合公報) を
発表 した。 これが所謂上海コ ミ ュ ニケで あ る 。
次いで， 同年 9 月 に は 日本の田中首相が北京に
赴き ， 同月 29 日 ， 日 中共同声明が発出 さ れた。
こ れ ら が基礎 と な れ 1978年 8 月 12 日 ， まず 日
中平和友好条約が北京で調印され， 更に同年12
月 16 日 に 中米両国の外交関係樹立の交渉が妥結
し， 1979年 1 月 1 日 の 日付で共同 コ ミ ュ ニケが
公表された。 こ の よ う に 中米関係 と 日 中関係は，
互に前後 しなが ら進展を示 したの で あ る が，
1972年 2 月 の中米首脳会談が こ の一連の動き の
始ま り で あ り ， 日本がその影響の下に 日 中交渉
に入っ た事はま ぎれ も ない事実であ る 。 で は中
米関係 と 日 中関係は如何なる情況や程度におい
て ， かかわ り 合ったので あ る か， 検討を要する
所であ る 。
小論は， こ の聞に発表された一連の外交文書
目
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〈ニ〉 対象 と な る 資料
中米関係， 日 中関係の進展に 当 っ て公表され
た基本的な文書と しては次の よ う な も のがあ り ，
それぞれ甲乙丙了戊己の符号をつけた。
甲 : 共同 コ ミ ュ ニケ ， 1972年 2 月 28 日
1972年 2 月 ， 中国を訪れたニ ク ソ ン米大
統領の一行が周恩来首相 ら 中国側首脳 と上
海において協議を達成 して発表した。
乙 : 日本国政府 と 中華人民共和国政府の共同
芦明。 1972年 9 月 29 日 。
1972年 9 月 中国を訪れた田中 日本首相の
一行が， 周，恩来首相 ら 中国側首脳 と北京に
おいて交渉 し， 発表 した。
丙 : 日本国 と 中華人民共和国 と の聞の平和友
好条約 1978年 8 月 12 日
園田 日本外相が中国を訪れ， 部小平中国
副首相， 黄華外相 ら と 北京で交渉 し， 調印
した。
丁 : 中華人民共和国 と ア メ リ カ合衆国 と の外
交関係樹立に関する共同 コ ミ ュ ニケ 。
(1978年12月四 日 発表〕
1979年 1 月 1 日 よ り 中米両国の国交を樹
立 し， 同年 3 月 1 日 よ り 大使を交換する 旨
を述べた1979年 1 月 1 日付の文書。
氏 : 中国政府声明 1978年12月 日 日
中米国交樹立に関する共同 コ ミ ュ ニケ発
表に際 し， 特に台湾問題に触れて中国の主
張を補足説明 した も の。
己 ; ア メ リ カ政府声明 1978年12月 15 日
中米国交樹立に関する共同 コ ミ ュ ニケ発
表に際 し， 台湾問題を中心に ア メ リ カ の見
解希望を述べた も の。
小論は対象を上記六件に限定 し， 併せてその
一部の対訳文について検討した。
これ ら の資料の文末に付 した番号は， 所論の
便利の為に論者がつけ加えた も のである 。
(三〉 甲 資 料 に つ いて の 検討
甲 は中米関係， 日 中関係の正常化過程の起点
と な った歴史的文書であ り ， その内容はその後
の一連の動きに大きな影響を与え ている 。 以下
において， 甲 を要約の上検討 し整理を したい。
①はニ ク ソ ン大統領中国訪問の経緯を説明。
②③④では訪問期間中の中米両国首脳の活動
概況を述べ， 中米首脳会談の意義を確認。
⑤⑥は中米両国各々の基本的な立場や外交理
念を強調 した も ので， これまで互の争点 と な っ
て きた， 妥協で き ない原則的問題 も遠慮をせず
に羅列 してい る 。 日本に関する文言 と して， 中
国側は 「 日本軍国主義の復活 と対外拡張にだん
こ反対 し， 独立， 民主， 平和， 中立の 日本の樹
立を求め る 日本人民の願い をだんこ支持する 」
と 述べている 。 こ の主張は中国の年来の主張で
あ れ 久 し く 中国が望んで来た 日本の未来像で
あ る が， こ の主張が変更された こ と を明示する
よ う な公式資料は今 日 まで出 さ れていない。 今
日 ， 中国の対 日姿勢は上記文言か ら は大分外れ
てい る よ う に見え るが， 甲が乙の僅か六カ月前
の文書であ る こ と を考えれば， 甲 に明記された
中国の基本的対 日姿勢を忘れで は な る まい。 こ
れに対 して ア メ リ カ側は 「 日 本 と の友好関係を
最高度に重視 してお り ， 現存の緊密な結びつき
をひきつづき発展させるで あ ろ う 」 と述べてい
る 。 甲が発表されて六ヶ月後に乙が出たが， そ
の中に は 「 日本軍国主義」 の類の字句はな く ，
戦争についての 日本側の遺憾表明 (謝罪) が明
記 されてい る 。 甲 と 己 を通観する な ら ば， 中国
の対 日評価は， 文言の上では大き く 転換した こ
と は明 ら かであ る が， 二つの評価は同 じ年の内
に発表された も の なのだか ら ， 何れ も同 じ稜度
に真実であ れ 状況次第で何れに も傾く こ と に
な る だろ う 。
⑦では， 中米両国の意見にはちが う 部分 も あ
る が， ま た一致同意で き る部分 も あ る と して ，
平和五原則を挙げてい る 。
こ の原則は周知の如 く 中国の提唱にかかる も
のであ れ ア メ リ カ がその ま ま これを認めた こ
と に一定の意味があ る も の と解 して よ かろ う 。
③では， 上記原則に立脚 して 「双方は次の よ
う に声明 した」 と い う 文言を用い， 且つ破折号
を用いて次の諸項を列挙 してい る 。
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中米正常化は諸国の利益に合致する 。
11 国際的軍事衝突の減少を望む。
111 いかな る覇権主義に lも反対する 。
1111 双方 と も 自国以外の他国を代表せず， 他
国について協定な ど行なわない。
は じめ に挙げた 「双方は次の よ う に 声 明 し
たj は 「双方声明 : j で あ る が， こ の表現は全
文の中で こ こ だけで， 中国語 と して迫力があ る 。
こ の よ う な書き出 しの形だけ を抽出すれば次の
よ う に な る 。
( 1  ) 双方以為. . . ・ H ・ … ・ ・ 田 ・ ・ …④の中に あ る
(2) 中国方面声明 -… ・ ・ ・ … ・ ・ ・⑤の中に あ る
(3) 美国方面声明…… ・ … ・ ・⑤の 中に あ る
(4) 双方向意・ ・ ………… ・ ・ ・ … ・⑦の 中に あ る
(5) 双方声明…… ・ ………… ・⑧の中に あ る
(6) 双方都以為・ ・ …… . . . ・ H ・ -⑨の 中に あ る
(7) 中国方面重申…… . . . ・ H ・ -⑩の 中に あ る
(8) 美国方面声明…… . . . ・ H ・ . .⑪の中に あ る
(9) 双方同意・………… ・ ・ … ・ ・⑫の 中に あ る
(10) 双方……一致以為… ・… ・⑬の中に あ る
(1 1) 双方向意…… … ・ ・ … ・ 一⑬の中に あ る
問 双方希望… ・ … ・ ・ … … ・⑬の中に あ る
如上12ケ所中， (5)双方声明 と い う 表現が最 も強
力であ り ， r双方声明… ・ ・ ・ 」で あれば こ そ こ の コ
ミ ュ ニケの中心た り 得る のは賛言を要 しない。
形式のみ を論ずる な ら ば次に位する のは(2)(3)(7)
(8)で あ り ， それに(9)(11)が続 く こ と に な る が， 内
容的に も その序列は正 しいわけで あ る 。 ま た破
折号を用い， 各項の文末に分号 ( ; ) を用いて
い る ので ， 1 か ら 1111 までの全体でま と ま っ た
思想を示 してい る 。 その各項は抽象的に表現さ
れてい る が， 甲資料全体の中で， 中国 と米国が
合意 し一致 して声明をする のは こ こ だけ なので
あ る か ら ， 最重要部分であ れ 具体的な背景が
あ る筈であ る 。 当時はベ ト ナム戦争は進行中で
あ る ， ア メ リ カ は南ベ ト ナ ムの支援者で あ る ば
か り で な く 自 ら も参戦 している ， 当然北ベ ト ナ
ム は中米交渉に批判的で ある ， 北朝鮮の反米姿
勢は少 し も変 ら ない， 韓国は南ベ ト ナム派兵固
と して ア メ リ カ と協力 している ， 南北朝鮮の緊
張関係は些か も緩んでい ない， 日本は中米の頭
ご し交渉その も のに衝撃を受けてい る ， 台湾の
未来について関係諸国の見通 しは不透明であ る ，
中 ソ対立は依然続いてい る ， 東南ア ジア諸国は
中国 ・ 台湾をめ ぐ る力関係の変動を望ま ない，
等々 の事実を一寸眺めれば容易に理解で き る よ
う に ， こ の部分は長大な全文の中で唯一の合意
部分 と して ， 甚だ現実的， 具体的な意味を も っ
てい る のである 。
@は超大国の大国主義の諸悪を否定 し， 且っ
これに反対 してい る 。 そ して ， それ ら は世界各
国人民の利益に そむ く と述べてい る 。 前記の i
で米中国交正常化がすべての国 ぐにの利益に合
致する も の と 主張 していたの と対照的であ る 。
こ こ で， ③⑨の言語表現の技術面を観察 して ，
一つの特長に気がつ く 。 それは中国語正文の場
合の副詞 「都」 の多用であ る 。 日本語訳文にお
いて も事情は同様であ る 。 ③⑨の中 に実に六個
の 「都」 がある 。 こ の長丈の中で⑧ ⑨ に の み
「都」 が集中 してい る 。 これは無視で き ない こ
と で あ る 。 特に 11 の 「双方都 … ・j ， ii i の 「任
何一方都……j r毎一方都……j， iiii の 「任何
一方都… ・ ・ 」 及び⑨の 「双方都. . …」 の用法は
中米両国の足なみの揃い方を内外に誇示する上
で大いに効果を挙げている 。 r都」 は静的に理
解すれば範囲副詞で、 あ る が， 動的に 把 握 す れ
ば， 心情的 ・ 心理的な副詞であ り ， 動詞形容詞
を活写的に修飾する機能にす ぐれてい る 。 その
含義は 一緒に， 揃っ て ， 全面的に， 残 らず
に ， 一斉にーーである 。 こ の よ う に理解する な
ら ば， r都J を用いれば， 表現が派手に な り ，
積極的な気分が高め られ， それに よ っ て中国 と
ア メ リ カ の同一歩調ぶ り を よ り 一層顕示する の
に役立つ こ と がわかろ う 。 r都」 を多用する こ
と に よ れ ⑧ と⑤には他の部分 と異る独自 の雰
囲気がか も し出 されてお り ， こ の部分はその ま
ま 中米国交樹立の共同 コ ミ ュ ニケ (丁〉 の主文
と も な っ てい る が， 文章に喜びの気分があ る 。
次に 甲 には覇権反対な どに見 られる よ う に ，
「反対」 と い う 表現がい く つかあ る が， 中国語
の 「反対」 と は如何な る内容を もつのか， 若干
検討したい。 こ こ では中国語の 反 対 ・ 反 に は
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r J をつけ示す。
「反対」 の含義は 日本語の反対 と 大体重なる
ので， 翻訳の場で大き な困難を感ずる こ と は少
ないが， 個別的な例で厳密に検討する と き ， 者
過 し得ぬ訳語上のちがい を見出すこ と があ る 。
新華字典に よ れば， r反」 に は， r反対， 反抗」
な どの語義が挙げ られてい る が， r反抗」 と な
れば， 日本語の反 と は既に幾何かの 距 離 が あ
る 。 中国語の 「反対」 は同字典では 「不賛成 ・
抵制」 の語義が書かれてい る 。 こ こ に出た 「不
賛成」 が 日本語の反対に最 も近い も の と言え よ
う 。 一方 「抵制」 と は排斥する ， 有害な事物が
侵入 した り 作用 した り する の を阻止する こ と で
あ る 。 こ の解釈は， 日 本語の反対か ら はかな り
離れてい る 。 現代漢語詞典に は 「反対」 に 「不
同意」 の訳 もつけてい る 。 一般に 日本語では反
対 と は不賛成 ・ 不同意を示す精神行為であ り ，
一歩を進め て も その意志表示 ぐ らいであ る が，
中国語ではその他に更に前記の如き実際行動を
も含んでお り ， 含義の幅が広 く な る 。 こ こ で論
者の 《翻訳の世界》 誌1978年11号 《 日 中条約の
解剖》 を引用 して若干述べたい。
1978年 8 月 11 日 の人民 日 報所載の 「四人組の
水器伝批判運動を批判する J の 中 に 「他門…­
反対毛主席的革命路鰭， 妄園纂寺党和国家的最
高板力。」 があ る 。 これを和訳すれば， r彼 ら は
… ・ ・ 毛主席の革命路線に反対 し， 党 と 国家の最
高権力 を奪い と ろ う と した 。 j と 表現さ れ る 。
つま り 毛沢東の革命路線に反対する と い う 文言
の意味する実体は党 と 国家の最高権力 を奪取す
る実際行動に不可分につなが っ て居る ， 或は反
対 と はその よ う な行動その も の と も受取られる 。
会議場や印刷物の中で， 反対を叫ぶだけで終る
“反対" の他に上記の如き 「反対」 の実体 も あ
る こ と に更め て注 目 したい。 上記の例文につい
て言 う な ら ば 「反対J は抵抗或は反撃 と言い変
えた方が 日本語にふ さ わ しい。 ま た同 日 の人民
日報には羅瑞卿を悼む文章が掲載されてい る が，
その 中 に 「把故人的反対看作是先栄， 把故人的
奉承看作是耽辱。」 が あ る 。 これは中国の伝統的
な対の手法に よ る表現であ るが， これ を訳せば
敵か ら反対される こ と を名誉 と し， 敵か ら も ち
あげ られる の を耳む と する 」 に な る 。 こ こ におい
て は， r反対」 と 「奉承」 は対を な し， 相互に
対立概念 と な っ てい る 。 r奉承」 は賛成や同意
の精神行為を越えた動作行為 と しての内容を持
っ てい る 。 故にその対立概念た る 「反対」 も不
賛成， 不同意の枠を越えた実践行為を意味する
こ と に なる 。 上記の訳語は 「敵か ら き らわれる
こ と を名誉 と し， 敵か ら も ち あげ られるの を恥
と する 」 と した方が真意に近 く なる 。 また任意
の材料1972年の人民 日報元且社説の中に 「巴勃
斯坦人民和阿技伯人民反対美， 以侵略者的武装
斗争」 があ る 。 こ の名詞句は 「ア メ リ カ ・ イ ス
ラ エノレの侵略者に反対するパ レスチナ人民 と ア
ラ ブ人民の軍事闘争」 と訳 される が， こ の場合，
「反対」 の実際の内容は軍事闘争に 他 な ら な
し、 。
「反対」 についての認識をあ らためた上で甲
の⑤や⑧な ど に あ る覇権反対の文言を読むな ら
ば， 精確で合理的な理解が得 られる 。
⑩ と⑪は中国 と ア メ リ カ の主張をそれぞれ述
べた も ので あ るが， これは⑤⑥の如 く 相互に反
f発する内容を含む も のではな く ， 相互に許容し
得る ， または許容を期待 した互に深 く 関連した
内容を持っ てい る 。 ⑮は中国側の表明 と して ，
中華人民共和国政府が中国の唯一の政府であ れ
台湾は中国の一部で， 台湾問題は内政問題であ
る か ら ， 他国には干渉の権利はない。 ア メ リ カ
軍は台湾か ら撤退すべきであ る と述べてい る 。
これに対してア メ リ カ は⑬で， 中国は一つ， 台
湾は中国の一部 と い う 主張に反対しないがア メ
リ カ は台湾問題の平和的解決を望んでいる 。 そ
の展望に立っ て ア メ リ カ軍は台湾か ら徐々 に撤
退する ， と 述べてい る 。 前出の⑦⑧⑨は中米両
国の同意事項であ り ， それ故に甲の中で最も重
要なやま場をつ く っ てい る の に対して， ⑮⑪の
部分は， 中米両国関係正常化の上で最大の障碍
であ る台湾問題に正面か ら取 り 組んでい る ので
あ る か ら ， 実質的には⑦⑧⑨よ り も重要な内容
と 言 う べ く ， ⑦⑧⑨の抽象的な表現に比べて⑩
⑪の方がは るかに具体的に表現されている し，
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中米両国の情念がこ も っ てい る 。 ⑪でア メ リ は
い ろい ろ と述べてい る が， 表現の仕方は屈折し
てお り ， 晦渋の感を禁 じ得ない。 ア メ リ カ に と
っ て⑤の中国側の主張を受容する のは一種の難
題であ れ 年来の盟友たる台湾を捨て去る こ と
は苦 しい こ と で あ る 。 然 し現実には曽って砲火
を交えた こ と も あ る北京政府側 と妥協しなけれ
ば， ア メ リ カ 自身の世界戦略は成 り 立たない。
ア メ リ カ は選択を迫 られたので あ る 。 ⑬の文言
か ら は ア メ リ カ の心の傷みや苦渋が感 じ られる 。
ア メ リ カ は ， 台湾問題の平和的解決を中国に対
して希望しているが， それは中国の内政問題で
あ る か ら ， 中国は も と よ り 確約を文言で表現す
る こ と はで き ない。 そ こ で ア メ リ カ は 自問 自答
の形を採 ら ざ る を得ない。 ア メ リ カ は 自 ら の希
望を述べたあ と ， r こ の展望に立っ て云々」 と
ア メ リ カ寧の撤退を約束する ので あ る 。 そ こ に
大国ア メ リ カ の苦哀がある 。 之を要する に ， ⑬
には ア メ リ カ の心の傷み と苦 しみが満ち てい る 。
一方中国は⑩において北京政府が唯一の合法政
府， 中国は一つ， 台湾は中国の一部 と い う 年来
の主張を， こ こ では じめ て ア メ リ カ に�:gめ させ
たのでは あ る が， こ の 目的を達するため に は⑪
にあ る よ う な ア メ リ カ の要求を容れざ る を得な
かっ た。 ⑪において ア メ リ カ は 「ア メ リ カ政府
の関心云云J と 述べてい る が， これはア メ リ カ
の単な る主観願望であ る筈は な く ， ア メ リ カ は
これについて中国側の秘かな応答を得たにちが
いない。 中国は⑩のため に⑪で譲歩を し， ア メ
リ カ は⑬のために⑩を認めた。
その後の進展の中で， 日本は 甲の⑩⑪に あ る
中米交渉の成果を借用 して踏み台 と しなが ら ，
乙 ・ 丙へ と進んで行 く こ と に な る 。 即ち 日本も
日 中国交樹立 と 同時に， 日 台関係を非政府聞の
民間交流に き り かえ る のであ る 。 しか し， 中米
両国が交渉を通 じて 甲の⑩⑬を創造したのに対
して ， 日本はその成果を利用転用 しただけであ
る か ら ， 乙の文言の中には甲の よ う な陰騎は見
られない 。 所論において挙げた文書はすべて外
交に関する も のであ り ， 政治的な文章であ る が，
そ こ に も一定の品格， 風韻， 陰請が歴然 と存在
する のは蔽 う べ く も ない。 甲 の⑦③⑨の光明 と
喜びに対置される暗い蔭の部分 と して書かれた
⑩⑪をめ ぐ る葛藤と苦渋は， こ の政治文書の中
で も特に論者の胸を打っ と こ ろであ る 。
⑫⑬⑬では， 両国の今後の友好関係の発展の
ためにいろいろ な措置を積み上げ， 関係の正常
化の方向に前進する こ と を約束 してい る 。
以上の整理と検討か ら ， 甲 は次の よ う に概括
する こ と がで き る 。
1. ま えお き ①②③④ 
2. 相容れない双方の主張 ⑤⑥ 
3. 双方の同意した原則的事項 ⑦⑧⑨
4. 台湾問題を軸に した， 双方が容認で き る
主張 ⑩⑪ 
5. 今後の積極的措置の約束 ⑫⑬@⑮ 
( 四 〉 乙 資料につ いての検討
甲資料の要約整理にな ら っ て検討を進め よ う 。
甲が1972年 2 月 28 日上海で調印されてか ら ， 丁
度七ヶ月後， 乙は同年 9 月 29 日 北京で調印され
た。 既述した よ う に ， 乙が甲に触発された も の
であ る こ と は賛言を要 しない 。
①では田中首相訪中の経緯を述べてい る 。
②③では 日 中両国首脳の活動を紹介。
④では 日 中両国間の戦争状態の終結を う た っ て
い る 。
甲 と 乙の最 も重大な相違点は こ こ に あ る 。 甲
は国交正常化を 目指す約束であ る の に対して，
乙は戦争状態を終結させ， 国交を樹立する宣言
であ る 。
⑤は 日本側の謝罪表明であ る 。
前項④に伴っ て表明 された も ので， こ こ に も
米中関係 と は根本的に違った性格が う かがわれ
る 。
⑥では 日 中両国の今後の平和友好的な国交正常
化の意義を述べてい る 。 而 して両国関係は異る
社会制度の国家聞の 「平和共存」 関係に属する 。
以上が前文であ り ， 以下番号を付 して具体的
内容を九項に分けて列挙してい る 。 以下の番号
は， 論者の付 した も のではな く ， 原文に あ る も
ので あ る 。
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付は 日 中両国間の不正常状態 (前文に基づけ
ばこれは戦争状態を意味する 〉 の終結を う た う 。
同で 日本政府は北京政府を中国喰ーの正統政府
と 認め てい る 。
国で中国側は台湾が中国の一部であ る こ と を表
明， 日本は これを認めてい る 。
上記二項は甲の⑩⑪の米中の互譲条項 と大い
に具る所であ る 。 それは 日本が敗戦側であ る こ
と ， ア メ リ カ は中華民国 と の聞に相互防衛条約
を結び台湾に軍隊を置いてい る こ と に よ る 。 乙
では， 北京の政府を唯一の政府 と認めた時， 同
時に 日 台関係は 自動的に解消 した こ と に な る が，
その後の 日 台関係を律する現実的な措置は， 乙
の調印後に行なわれた 日本の太平外相の記者会
見時の談話に よ っ て規定される こ と と な り ， 乙
の条文の中に は一切表現されていない。 しか し，
日本が こ の よ う な こ と がで き たのは， 甲の⑮⑪
と い う 先例が あ る か ら で あ る 。 こ の よ う に ， 甲
と 乙は深 く かかわ り 合っ てお り ， 甲が乙の先導
的役割を果してい る 。 所記のポ ツ ダム宣言第八
項 と は， ["" カ イ ロ 宣言の条項は履行せ ら るべ く ，
ま た 日本国の主権は本州、[ ， 北海道， 九州及び四
国並びにわれ等の決定する諸小島に局限せ ら る
べ しJ と い う も ので， 日本が台湾を放棄すべき
こ と を意味する文言であ る 。
伺は 日 中両国が外交関係を樹立する こ と ， 速や
かに大使を交換する こ と を明示している 。
甲 は， 中米の国交正常化を 「 目指すJ 旨 を述
べた共同 コ ミ ュ ニ ケで あ る の に対して， 乙 は国
交正常化を実現した こ と を述べた共同声明で あ
る 。 調わば， 日 中両国の間では 甲に相当する段
階がな く ， す ぐに国交樹立に入っ た点がちが っ
てい る 。 換言すれば， 日 中関係は甲 を潜在的な
前提に して， い き な り 乙に入っ た も の と見て差
支えない。
同中国は対 日賠償請求を放棄。
的平和共存玉原則 と武力不使用の約束。
帥これが周知の覇権条項で あ る 。 日本側に よ れ
ば 「第三国J と は ソ連を暗示する も のであろ う
し， 中国側に よ れば 「他のいかな る国」 は ソ連
を指し， また 「国の集団J は ソ連 と その附庸国
を暗示する のであろ う が， 文言のみに限る な ら
ば， 本項はあ く まで一般的原則に過ぎない。 日
本側に と っ ては， 前の匂 と 後の句を合はせて一
つの文肱にま と め で あ る こ と に大き な意義があ
る 。 前の句の 「第三国に対する も のではないJ
を まず一般的な原則 と して提起 しておけば， 後
の匂の解釈も余 り 拡大させる こ と な く 一般的な
原則 と して押 し通すこ と が容易にな る 。 一方，
中国側か ら見れば， 前の句に第三国云々 の文言
は あ る が， 後の句の覇権条項を設け る こ と に よ
り ， 内容の空洞化を避け る こ と がで き る 。
刊で平和友好条約の締結交渉をする こ と に同意。
刷他の諾協定の締結交渉をする こ と に同意。
以上の検討に基き ， 乙 を概括すれば次の よ う
に な る 。
1. ①②③はまえがきであ る 。
2. @;⑤で戦争の終結宣言と 日本の謝罪。
3. ⑥で今後の両国関係の性格を規定， それは
社会制度の異る国家聞の平和共存であ る 。
以上は前文の形を と り ， 次に付か ら例までの
諸項で具体的内容を列挙してい る 。
1 . Hで戦争終結を宣言
2. 口同同国で， 日本は中華人民共和国が中国
の唯一の政府であ り ， 台湾は中国の一部であ
る こ と を認めた上で， 日 中両国は外交関係を
樹立 した。 中国は賠償請求を放棄する 。
3. 円で両国の関係の性格は， 社会制度の異る
国家聞の平和共存 と規定する 。
4. 伺で第三国条項 と覇権条項を併記して一項
に ま と めた。
5. 的同で 日 中平和友好条約及び他の諸協定の
締結交渉をする こ と を約束 した。
本条約の内容は大要上記の如 く 五つの種類の内
容に整理される 。 こ の玉つの内容の軽重の序を
論ず'る こ と は難しいが， 特に注 目 すべきは 1. 2. 
4. の三項， 就中 2. 4. で あ り ， 3 . 5 . は これに伴
う 項目 であろ う 。 なお ， 社会主義閣の称する平
和共存は原則的な述語であ る こ と を理解してお
く 必要があろ う 。 乙の最も大き な特徴は， 台湾
問題を素通 り してい る こ と で あ る 。
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(五〉 丙資料 に つ い て の検討
乙資料 ( 日 中共同声明〉 の本文第八項で締結
を約束されたのが， こ の丙資料 ( 日 中平和友好
条約〉 で あ る 。 乙の調印が1972年 9 月 25 日 ， 丙
の調印は1978年 8 月 12 日 で あ る か ら ， こ の聞に
約六年の年月 が費 されてい る 。 甲 か ら 乙までの
こ の時聞は何の為に費 されたのかが知 り たい所
であ る 。
丙は前文 と五条の本文か ら成る 。 以下に これ
を要約検討して整理する 。
前文
①乙 を基礎 と して過ぎ、去っ た こ の六年間におけ
る 日 中両国間の友好関係の発展に満足を表明。
②乙の諸原則を厳格に遵守すべき こ と を再確認。
③国連憲章の尊重の確認。
④ア ジア と世界の平和に寄与する こ と を希望。
⑤ 日 中両国の平和友好関係を強化発展させたい。
本文
1. 第一条 1 . は平和玉原則を強調 している 。
これは乙の内 と合致する内容であ れ 日 中両
国関係の性格を規定 した も ので あ る 。
2. 第一条 2 は上記原則 と 国連憲章に基きす
べての紛争の解決に武力 を用いない こ と を記載。
これ も 乙の円の中に含まれている 。
3. 第二条は所調覇権条項であ る 。
これは乙の伺の中の前半の句， 即ち第三国条
項をはず し， 後半の句のみをの こ して掲げた も
ので あ る 。 こ の様な分割に よ り ， 覇権条項は第
三国条項に よ る束縛を排除した形 と な り ， こ の
条約の中で大きい位置を占め る こ と にな っ た。
周知の如 く ， 覇権条項は終始中国側の主張する
所であ り ， その背景には中 ソ対立があ る 。 一方
中 ソ対立の圏外に立たん と する 日本側に と っ て
は ， 第三国条項を分離された こ と は甚だ都合の
悪い こ と にち がいない。 乙か ら丙に至る までに ，
六年の長年月 を要 した理由の一つは こ の部分の
調整に あ っ た こ と は間違いない。 なお， こ の よ
う に長期の年月 を要 し た も う 一つの原因につい
ては他の と こ ろで触れる こ と にする 。
4. 第三条は乙の同 と合致する 。
5. 第四条は乙のf坊の中の第三国条項を書き か
えて ， こ こ に移 した も のであ る 。
乙の同の 日本語正文は 「 日 中両国間の国交正
常化は， 第三国に対する も のではない 。j ③で
あ り ， 中国語正文は 「中 日邦交正常化， 不是針
対第三国的。」 ⑧ と な っ てい る 。 こ の中国語を
わか り やす く 直訳する と 「 日 中国交正常化は，
第三国にま と を絞 り ， その為に行な う も のでは
ない」 ③r で あ る 。
丙の第四条の 日本語正文は 「 こ の条約は， 第
三国 と の関係に関する各締約国の立場に影響を
及ぼす も のではない。 J @で あ り ， 中国語正丈
は 「本条約不影陥締約各方向第三国 夫 系 的 立
場。J @であ る 。 ③は簡明直裁であ り ， ③/ にお
いては更に明快であ るが， @の よ う に作 り 変え
る と ， 大意は共通する も の の， 表現はかな り 腕
曲であ る 。 既に述べた よ う に ， 乙 の伺の内容を
分割して二ケ条に分けた こ と に根本的な意味が
あ る が， 文言の変 り かた も注 目 に値 しよ う 。 何
故こ の よ う にな った と見 るべきだろ う か， 若干
の考察を したい。
乙の伺は第三国条項 と 覇権条項が一つの文脈
の中に一体化 してい る ので， 文意は 「 こ の条約
は想定した特定国を対象に じて発案 した も ので
はない， しか し， ど んな国で も覇権を求め よ う
と する な ら ば， それには反対する J と い う こ と
で あ っ て ， 覇権条項に消極的な側 ( 日本であろ
う 〉 が第三国を刺戟しないよ う に配慮 し， 積極
的な側がそれに妥協したあ と が う かがはれる 。
即ち ， 日本が覇権条項を う けいれる前に， 用心
深 く 第三国条項を一種の “安全弁" と して先行
させた形にな っ てい る 。 これについては， 乙資
料の検討において も若干触れた。 と こ ろ が， 丙
の よ う に ， こ の両者を分離する と 様相は一変す
る 。 丙においては， 第二条で覇権条項が無条件
に先行し， 内容的に無関係な第三条を挟み， 第
四条において乙の第三国条項に代る文言がおか
れてい るが， 何 と い っ て も無条件に先行した覇
権条項には一定の力があ り ， 第四条は後か ら追
いかけて補足弁明する形で， 文言 も複雑化 して
い る 。 @にはそれな り に迫力があ ったが， @は
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些か釈明的な性質を帯びる こ と は免れず， 従っ
て中国語も⑨のよ う に力 を欠いた腕曲な も の に
な った と考え られる 。 丙の調印後約一年を経た
今 日覇権条項をめ ぐ っ て， 日 本の環境に難題が
発生しなか っ たのは幸で あ る が， 丙についての
交渉過程で こ の間還が最 も深刻な焦点 と な り ，
ま た こ の為に 日本側が苦慮 した も の と想像され
る 。
6. 第五条以下は， 外交条約の形を整え る上で
必要な文言 と い え る 。 平和友好条約であ り なが
ら期限を比較的短い十年に限っ た こ と は不可解
と の意見が多いが， 中国は1950年 2 月 ソ連 と の
聞に， 有効期間三十年 と い う 長期の期限を持つ
中 ソ友好同盟相互援助条約を締結したが， 発効
後十年を出でず して中 ソ対立の局面を迎えた経
験がある 。 有効期聞が数十年に及ぶこ と は， 中
国に と っ て有利な面 と と も に不都合な面 も あ っ
たであろ う 。 こ の条約は結局満期を ま っ て廃棄
と な る が， 今次 日 中平和友好条約の締結に当 っ
て， こ の教訓が中国側の脳裡を去る こ と は なか
っ た と想像される 。 期間 を十年に限る主張が 日
本， 中国の何れの側か ら よ り 強 く 提起されたの
かはわか ら ないが， 国際情勢の変化を見通す と
き， 十年 ぐ らいで一つの節め乃至変化が来る か
も知れない と い う のが， 交渉当事者の一つの考
え方 と な っ たのであろ う 。 ま た， 中国に と っ て
あま り 好ま し く ない台湾の暫定処理を含む， こ
の条約に超長期の期間 を設け る こ と は， 中国側
は同意 しないであ ろ う 。
最後に， 乙 と 丙 を簡単に比較 しておきたい。
乙において 日 中両国間の戦争状態は終結 した こ
と を明示 したので， 乙の付は丙では現れない。
同様に乙の同国同国内は丙では不要であ る 。 乙
の内は丙の第一条と合致する 。 乙の(廿の後の勾
は丙の第二条 と合致する 。 乙の(却は丙の第三条
と合致する 。 乙の伺の前の匂は丙の第四条に若
干書き変えた上で移されてい る 。 丙の第五条以
下は丙独自 の文言であ る か ら 乙 と 比較はで き な
b、 。
こ の よ う に整理する と き ， 乙の内容は確かに
丙に引継がれて居 り ， 乙 と 丙の若干の出入は乙
の同 と 丙の第二条 ・ 第四条の部分に見 られる 。
甲 に始 り ， 乙， 丙に至る諸文書を比べる と ，
甲 に見 られる よ う な起伏は， 乙や丙には見 られ
ず， 乙丙には官僚的文言が並んでい る だけであ
る 。 政治的文書 と 雄 も ， 結局は人間の作る も の
で あ る こ と を思 う と き ， 文章の背後にあ る人々
について語るべきであ ろ う が， それは小論の範
囲 を越え る こ と と して差控え る 。
(六〉 丁成 己 の 三資料の検討
1972年 2 月 27 日 ， 中米両国は上海コ ミ ュ ニケ
(甲資料〉 を発表 し， 国交正常化に向 う こ と を
約 した。 それか ら七年を経て， 1979年 1 月 1 日 ，
中米両国は正式に国交を樹立 した。 国交樹立に
当 つ ての 「中華人民共和国 と ア メ リ カ合衆国 と
の聞の外交関係樹立に関する共同 コ ミ ュ ニケ」
(丁〉 は前年の1978年12月 16 日 に事前発表され
た 。
丁について， 前例に従っ て要約する 。
①では相互の承認， 外交関係樹立に合意した
こ と を表明 してい る 。
②ではア メ リ カ は北京の中国政府を中国の唯
一の政府 と認め る が， 台湾 と は非政府間の関係
を続け る と述べている 。
③においては甲で公表された中米両国の一致
同意 した原則③の各項， ⑩⑪⑮を挙げている 。
④1979年 3 月 1 日 に相互に大使館を設置する 。
以上回部か ら成る簡潔な構成で あ る 。 こ の中①
と④は因究樹立に伴 う 事項なので， ② と③が甲
の個有の内容 と考え て よ い。 丁の②では， まず
甲の⑩の “一つの中国論" を述べ， 続いて今後
の新 しい米台関係を規定 してい る 。 と こ ろで，
既に触れた よ う に 日 中関係を規定 した乙 と丙に
あ っ ては， 国交樹立後にお け る 日 台関係のあ り
方について述べた文言はない。 即ち ， 乙の日に
おいて 日本は台湾が中国の一部で あ る こ と を
“充分に理解 し尊重する " “ポ ツ ダム宣言第八項
を遵守する " と のみ述べてい る が， それ以上は
何 も書かれていない 。 これが， 丁 と 乙の大き な
ち がいである 。
丁の③は ( 1 )甲 の③の 11〆(2)甲 の③の iii〆(3)
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甲の⑧の iiii/(4)甲 のゆ⑬の “一つの中国論"ノ
{5)甲 の③の (i) “中米関係正常化の意義" 〆以
上の内容を もっ。 こ の よ う に ， 丁は乙に比 して
甚だ簡潔で， 甲 に盛 られてい る思想の中の何 も
のかが欠けてい る よ う に見え る 。 そ して ， 正に
その欠けている部分を補 う かの よ う に ， 中国政
府は1978年12月 16 日 ア メ リ カ は同 じ く 15 日 に そ
れぞれ政府声明 (戊 と 己) を発表 した。
上記に述べた欠けてい る も の と は， 甲 の⑩⑪
の内容 と ， その行間に こ も る心事であ る 。 丁の
②や③では確かに “一つの中国論" や “台湾は
中国の一部" の主張が されてい る が， 甲 の⑩⑪
の も つ迫力 と は比ぶべ く も ない。 今後の ア メ リ
カ と 台湾の聞の民間人に よ る交流を続け る こ と
は原則通 り に述べ られてい る が， ⑩⑬に あ る よ
う な中米両国の深刻な心境は丁の性格上， あ ま
り く ど く 記すこ と はでき ない。 然 し， “甲資料
についての検討" の中で言及 したよ う に 甲 の⑩
⑪が中米交渉の過程で最 も深刻な意義を もっ部
分であ る と すれば， 丁にな じま ない こ の部分は，
別の政府声明 と して表現する よ り 他はなか った
のであ ろ う 。 特に ア メ リ カ政府声明の調子には
甲の⑪を超えた切々た る祈 り と期待が こ め られ
てい る 。
ア メ リ カ側の声明 (己〉 は次の よ う に述べて
む、 る 。
1 . ア メ リ カ は北京の中国政府を唯一の合法政
府 と 認め， これ と外交関係を樹立 した。
2 . ア メ リ カ は台湾 と の外交関係を断ち ， 台湾
と 結んでい る共同防衛条約を廃棄 し， 米軍は四
ヶ月 以内に撤退する 。
3 . 今後米台関係は非政府聞の交流 と な る 。
4 . 今後の米台民間交流の維持の為に新たな措
置を と る 。
5 . ア メ リ カ は台湾人民の未来の平和 と繁栄を
確信 し， 台湾問題の平和的解決に関心を も ち ，
こ の問題が平和的に解決される よ う 望む。
6 . ア メ リ カ は北京政府 と の関係正常化が， ア
メ リ カ に諸利益を もた ら し， ア ジア ・ 全世界の
平和に役立つ も の と信ずる 。
以上の六項目 の考え方は， 甲 に盛 られた諸項
の精神を継承 してい る が， 上記の 5 . は 甲の⑪
の表現よ り も はげ しい。 それは中国に対 して内
政干渉 と な ら ない程度に慎重な表現は してい る
が， 要する に 甲の⑪の行聞に伏せ られていた も
の を剰す所な く 吐露 してお り ， これだけは明示
しておかねばな ら ぬ と い う 勢いがある 。 これは
率直に言っ て ア メ リ カ の中国に対する要求であ
り ， その保障を強 く 中国に求めたに等 しい。
中華人民共和国政府声明 〔成) は， 甲 の⑩の
精神を強調 し， 中米国交正常の意義を説いてい
る 。 丁の②には米台間の非政府間交流を容認す
る こ と を明 らかに してお り ， ア メ リ カ政府声明
(己) 3 . 4. 5 . で も台湾について書かれてい る 。
中国は こ れ ら のすべて を無条件に放置 したので
はない こ と を ， こ の際明確に しておかなければ
な ら ない。 そ こで氏では中華人民共和国政府が
中国唯一の合法政府で あ る ， 台湾は中国の一部
で あ る ， 中米関係正常化の障害た る台湾問題は，
中国が 自 ら の内政 と して ， 主体的， 能動的に解
決をはか った も のであ り ， 米台間民間交流も そ
の範囲内で容認する こ と を述べてい る 。
中国 と ア メ リ カ は こ の よ う に それぞれち が っ
た必要に基いて政府芦明 を発表 した。 そ して，
こ の二つの声明が互に対応する も の と して， 事
前に了解せ られた も ので あ る こ と は論をまたな
い。 甲の⑩ と⑪が並記せ られては じめ て存立す
る も のであ っ たの と 同様， 戊 と 己 も並立関係に
あ る 。 中米両国は国交樹立に よ っ て大き な も の
を得る代 り に， 重要な互譲的措置が必要であ っ
たが， その譲歩部分については， 共同 コ ミ ュ ニ
ケの正文 と は別に， こ の よ う な補完的文書で述
べる こ と と した。 既述 し た よ う に ， 中米関係
について規定 した所の 甲や丁には明暗の二つの
側面があ るが， 暗部 と は要するに中米両国のそ
れぞれが行っ た譲歩部分に他な ら ない。 暗部は
こ の よ う に声明発表で補完されたので， 丁の正
文には光明の側面が比較的に強め られる こ と に
な っ た。 中米間国交正常化を述べた丁の文章の
全体の調子が明朗軽快な色彩を帯びた感 じを与
え る の は こ のためであ る 。 ま こ と に ， 中米関係
を正常化する こ と がで きれば， 少 し く ら いの譲
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歩を行ったに して も ， 体面を全 く 失 う わけでは
な く ， 中米双方の得る利益は大き い。 日 中関係
正常化な どの一連の波及効果を考え る な ら ば，
中国に と っ て も ア メ リ カ に と っ て も関係正常化
の実現は慶事であ っ た。
中国 と ア メ リ カ は台湾問題の難問に対 して，
正面か ら対決し， 苦心の末に一種の解決を求め
た。 しか しその解決の仕方では形式的に も精神
的に も完全な満足は得 られなか っ たので， 不満
足部分を補 う ため ， それぞれ政府声明 を出 した。
日 中関係は， 本来中米関係 と は性質 も異 り ，
両国の立場も異っ てお り ， 乙の同よ り も う まい
i 表現は不可能で あ っ た。 そ こ で乙， 丙は甲 ， 丁，
戊， 己に比べて起伏に乏 しい も の と な っ た。 中
米両国間の文書 と ， 日 中両国間の文書の持ち味
のちがいは一体ど こ に 由来する のか， それは交
渉過程に存在 した苦悩 と ， 妥結の喜びの質 と量
のちがい に起因する も のであ ろ う し， また， い
わゆ る伝統的友誼なる も のの ちがいに由来する
も ので も あ ろ う 。
〈七〉 結 語
1972年 2 月 ， 中米両国の聞で上海コ ミ ュ ニケ
が発表されて以来， 中米関係， 日 中関係は急速
に進展 し， 1978年 8 月 に は 日 中平和友好条約が
調印され， 同年12月 に は中米両国間の国交樹立
交渉が妥結 した。 こ の七年の聞に こ の事をめ ぐ
っ て六つの外交文書が公表されてい る 。 中米関
係 と 日 中関係 と では当事国 も異 り ， 本来別々 の
事ではあ る が， こ の二つは殆ん ど同一時期に進
展 してい る ので， 相互に関連 し合っ て い る ので
はないか と い う こ と が推測さ れた。 それ ら はほ
ん と う は どの よ う に関連 してい る のか。 小論は，
こ の七年間に公表された六件の外交文書にのみ
依拠 し， 文言， 言語の面か ら検討を進め， 中米
関係， 日 中関係の進展の跡を顧み， これ ら の外
交文書の関連の仕方について考察 した 。
上梅コ ミ ュ ニケ の内容は既述の如 く 大要次の
よ う に整理され る 。
1. ま えお き cl②③④ 
2. 相容れない両国の主張
中国の主張 ⑤ 
ア メ リ カ の主張 ⑥ 
3. 双方が一致同意 した原則 と事項
平和五原則 ⑦ 
四項の見解 @ 
覇権に反対 @ 
4. 台湾問題をめ ぐ る ， 両国の容認で き る主張
中国の主張 (一つの中国) ⑩ 
ア メ リ カ の主張 (台湾の平和解決) ⑪
5. 中米関係正常化を 目指す諾措置
⑫⑬⑭⑮ 
1972年 9 月 の 日 中共同声明 (乙〕 は， 戦争状
態の終結， 賠償請求権の放棄， 日本の謝罪な ど
個有の問題を含んでい る 。 台湾問題については，
ポ ツ ダム宜言が引用 されてい る如 く ， 全 く 第二
次大戦の戦後処理の一環 と して の性格が強 く な
っ てい る ので， 上記の甲の 4 の如き複雑な文言
は見 られず， 坦坦と叙述さ れてい る 。 しか し，
それまでの 日本と 台湾 (中華民国〉 と の関係を
考え る と ， 日本が斯 く 簡単明快に台湾問題を処
理する こ と は容易ではない。 それを可能な ら し
めた原因は上記の甲の 4ー⑩⑪に あ る 。 既述し
た よ う に ， ⑩ と⑪は一体不可分の関係にあ り ，
ア メ リ カ は台湾問題に関する中国の主張を容認
する代 り に， 米国 と 台湾の聞の非政府間交流を
旧来の形に準 じて維持継続する権利を保留 した。
こ こ に， 斯かる形で台湾 と の国交を一方的に終
了せ ざる を得ない ア メ リ カ の苦渋 と ， 斯かる形
で台湾問題について妥協せざ る を得ない中国の
苦悩が読み と られる 。 然る に， 中米両国が苦心
の交渉のすえ獲得 した成果た る台湾問題解決方
策を， 日本は労せず してその ま ま譲 り 受け， 全
く 抽象的， 間接的表現によ っ て， 難か しい台湾
問題を解決 して しま った。 こ の よ う な事情が，
甲 と 乙の文言の格調の上での明 ら かな相異を も
た ら したのであろ う 。 乙の中で， 注 目 される他
の問題は覇権問題の扱い方であ る が， こ の点に
関 しては 日本側の苦心のあ と を う かが う こ と が
で き る 。 次に今後の 日 中両国間関係の性格につ
いては， 社会体制を異にする国家聞の平和共存
と 規定されてい る 。 これ は両国関係の未来に大
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き な可能性を示す と 同時に限界を も示 してい る 。
甲 と 乙の比較をする な ら ば， 中米関係 と 日 中
関係 と は内容にちがいがあ れ それぞれ個有の
問題を含んでいる にかかわ らず， 甲 に と っ て も
乙 に と っ て も ， 台湾問題が決定的問題 と な っ て
い る こ と は疑いない。
日 中平和友好条約 (再) は， 乙か ら六年後の
1978年 9 月 に調印 された。 上海コ ミ ュ ニケの中
で， 特に ア メ リ カ の希望に よ り 案出 された台湾
問題の処理方策は， 日 中両国の聞で実施されて
既に六年， 当初は不安な要因に満ち ていた台湾
問題の処理L 世界の注視の う ち に一応の成功
を見た時期に当 る 。 丙の実現に六年の歳月 を要
した理由 と して， 覇権条項をめ ぐ る 日 中両国間
の論争が挙げ られるが， 多分理由はそれだけ で
は あ る ま い。 台湾問題処理方策の適否を検証す
る為に も これ位の歳月 は必要で あ っ たで あ ろ う 。
特に ア メ リ カ は 日 中関係， 日 台関係の推移を注
視 していたであろ う 。 そ して 甲 に盛 られた台湾
問題処理方策が現実の試練に耐え得る も の と実
証 された と き ， 乙 は丙へ と 又， 甲 は丁へ と一歩
前進 した も のであろ う 。 丙調印の前に 日米首脳
会談があ り ， その直後か ら 日本政府が条約調印
に向っ て急速に積極化 した事実は印象的で あ る 。
中米国交樹立に関する共同 コ ミ ュ ニ ケ (丁)
は， 丙の調印か ら僅かに三ヶ月 後であ る 。 甲か
ら丁に至る過程を 日本， ア メ リ カ の立場か ら眺
め る な ら ば， 次の よ う に説明 される 。 “ こ の問
題の核心は台湾問題であ る 。 甲 はそれについて
一つの解決策を提起 した。 日本は乙 を通 じてそ
れを実施 した と こ ろ ， それは成功 した。 そ こ で
日米協議を経て， 日本は丙の調印へ移っ た。 ア
メ リ カ はその三ヶ月後に丁の調印を した 。"
丁 と 同時に中国政府声明 (戊) と ア メ リ カ政
府声明 (己) が発表された。
丁の内容は大要次の如 く 整理される 。
① 中米は外交関係を樹立 した。
② ア メ リ カ は北京政府を唯一の合法政府 と
認めた上で， 台湾 と民間の交流を続け る 。
@ 上海コ ミ ュ ニケ の中で一致同意 した原則，
甲 の③の ii， 同 iii， 同 iiii， ⑮， ⑧の i を
記述。
④ 1979年 3 月 1 日 に大使を交換する 。
外交関係樹立に関する共同 コ ミ ュ ニケ と して
は これだけの文言で足 り る で あ ろ う が， 甲の⑩
⑬に盛 られた中米交渉中の核心部分が脱落 して
い る 。 その代 り に， 甲の⑦③⑨の抽象的表現即
ち一般的原則が主軸 と な っ てい る 。 丁は共同 コ
ミ ュ ニケではあ るが， 実質は条約に準ずる役割
を も っ てい る ので， おのずか ら それに見合った
形式 と い う も の を具え る必要があ る 。 しか し，
甲の⑩ と⑬， 特に⑪の内容は こ の コ ミ ュ ニケの
文言にはな じま ない。 甲のゆは中国側の強烈な
主張で あ っ て ， それは丁の②に も触 れ て い る
のだが中国がそれだけでは気がすま ない こ と は
誰に も察せ られよ う 。 甲の⑪に至っ ては， 全 く
ア メ リ カ の希望であ り ， 又仮定の上に立っ た希
望事項であ る か ら ， 丁の中 に入れる こ と は更に
難しい。 そ こ で， 中国 と ア メ リ カ は， こ の核心
部分をそれぞれの政府声明 と して公表する こ と
に したのであ ろ う 。 さ て， 一旦コ ミ ュ ニケか ら
外されて声明の形を と るや否や， E\( と 己は声明
と しての機能を遺憾な く 発揮する方向に動 く 。
中国は成において， 一つの中国論を強調 し， 台
湾問ノ宮が中国の内政 ・ 外交の一環 と して主体的
に解決され， 終に中米国交正常化に漕ぎつけた
点を 自讃してい る 。 一方己においては， ア メ リ
カ は， 中米国交樹立に因 り ， 従来の米台関係は
終るが， 尚非政府間の交流は続 く こ と ， 新事態、
に対応して ア メ リ カ は新 しい措置を と る こ と を
宣明 し， 今後の台湾の平和 と繁栄を祈 り ， 台湾
問題の平和的解決を希望してい る 。 己の内容は
殆 ど内政干渉にな ら んばか り の も のであ れ ア
メ リ カ の祈 り と も切歯 と も つかぬ文言を含んで、
い る 。 中国の虎に して も ， 台湾問題処理の現実
には触れず， 抽象的な理念の強調に力点をおい
てい る 。 文体論の視点で眺め る な ら ば， 中米両
国の切々た る真情は甲の⑩⑪に こ め られてお り ，
それ ら は戊 ・ 己においては， 更に高い調子の祈
り と な っ てい る 。 甲か ら丁に至る七年の過程は
台湾問題に始 り 台湾問題に終った。 中米両国は
こ の難聞を解決にな ら ぬ解決に よ り解決 した。
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こ の流れの中で， 日本 も その利益に均需 し， か
つまた事態の進展のため に応分の貢献を した。
中米両国は台湾問題の解決に当 っ て， 政治や
外交上の手法が限界に直面 した と き ， 舞台 を言
語や文字の世界に移すこ と に よ っ て， そ こ で新
しい局面を打開 した も の と論者は思考する 。 甲
の中で核心 と さ れた台湾問題は， 日 中共同声明
の内容か ら は外され， 外相記者会見談話に よ っ
て解決された し， 中米共同 コ ミ ュ ニケ において
も主文か ら はず され， 中米両国各政府の声明の
中で補完的に表現される こ と に な っ た。 台湾問
題が中国の主張する よ う に， 関係正常化を妨げ
る カ ギで あ っ た こ と を思えば， その カ ギが正規
の外交文書の文言か ら は常に除外されて来た事
実は， こ の問題が中国 ・ ア メ リ カ ・ 日本の聞の
外交文書に と っ て は， 一種の痛点か禁忌で あ る
こ と を物語っ てい る 。
日本 と ア メ リ カ は， 何れ も 中国 と正対 して交
渉 したが， 台湾問題については， ア メ リ カ の方
がよ り 創造的な貢献を したのは疑いの余地がな
い 。 こ の情況は， 日 中両国間の文書 と 中米両国
間の文書のちがい と して現れてい る 。 後者には
苦悩 と共に喜び も あ る が， 前者は文字の数は多
く と も ， 内容に起伏が之し く ， 心情の吐露は余
り 見 られない。 文化的， 歴史的に遠い距離に あ
る 中国人 と ア メ リ カ 人が， 困難な問題の解決に
当 っ て， 互に精神の深奥部でふれ合った こ と は
着 目 に価する 。
( 甲 ) J 海 コ ミ ュ ニ ケ
1972. 2 
(乙〕 日 中共同声明
1972 . 9 
1 布目1存れぬ双方の主張 1 戦争終結 ・ 相互承認
P 一つの 中 国論
/ 2 双 )jの同意 し た主張 // γ一、 � プ一 一 3 . ，ド和共存 /， ' γ\ / �
双方容認の 台湾問題認識
\ 
\ 
以上論述して き た こ と に よ り ， 次の よ う な結
言吾を得る こ と がで き る 。
中国 と ア メ リ カ ， 日本 と 中国は， 関係正常イじ
のために， 1972年 2 月 か ら 1979年 1 月 に至る ま
で， 七年の歳月 をかけて外交活動を行な ったが，
こ の間の諸活動は互に関連 し合っ てお り ， こ の
ため に発表された六件の外交文書 L 全体と し
て ま と ま っ た一つの文脈の中 に理解する こ と が
で き る 。 まずア メ リ カ と 中国が， 関係正常化の
ための基盤 と軌道を設定 し， 日本は こ の軌道に
乗る こ と に よ っ て ， 日 中関係正常化の機会を求
め得た。 ア メ リ カ は 日 中関係正常化後の実績に
鑑み中米関係正常化に移行 した。 問題の核心は
台湾問題であ っ たが， まず中米間で解決の見通
しが立て られた。 こ のため に中米両国はそれぞ
れ異った意味での譲歩を行ない， 犠牲を払った。
しか し， 台湾問題の解決は永久的な も のではな
し 暫定的な も のであ る 。 故に ， 諸丈書の中の
台湾問題に関する部分は， 他の部分に比 して梢
々晦渋な丈言で表現されてい る 。 特に中米聞の
文書において然 り と言え る 。
如上の経緯か ら ， 中米聞の文書 と 日 中間の文
書には表現手法において明 ら かなち がいがあ る 。
小論を基礎に して将来を展望する な ら ば， 台
湾問題について は， いずれ第二段の解決を迫 ら
れる 日 が来るであろ う 。 即ち ， 中米関係， 日 中
関係は依然と して動的な要因を字んでいる もの
と 考え られる 。 所論は路次の様に図解される 。
〔丙〕 日 中平和友好条約
1978. 8 
〔丁〕 中米国交樹立声明
1978. 12 
点R4T白 血連因ロ只瑚和平1ノ (1) 相互承認 ・ 大使交換
/ // / \ 12) 一つの 巾国論 ・ 米合
\ f 間は非政府民の関係に
\ // な る 〔 乙 の 2 と 関連]
ト
、(3) 米中 同志向見解
〔甲 の2， 乙の4， 丙の2
と も 関連〕
， 2 覇権条項/ // ，/，/ \ ノノ ， 3 両国交流の強化'-.4. 第三凶条項 ・ 覇権条項 、 \、 ノ米， 、5 平和友好条約締結 を約束 //〆 、 、 4 第三国条項/ /、 〆6 両国交流の強化 ノ\ 、
\ 
4 今後の両国交流への展望 中 国政府声明5 条約期限そ の他 / ( Cαた成止わ〕
バ川刊酬叫+相日陥記者凱 吋F品糊問帥糊吋府欄関係劇叫i
川 討膏 と の現実的関c夜宗σ 処理 | に進展
ア メ リ カ 政府声 呪
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甲 朕 合 公 扱
庇 中 竿 人 民 共和 国 足、理周思来的選涜， 美 利 些令
余 回 忌、統浬査徳 ・ 尼 克松 自 一 九七二年二 月 二十一 日
至二 月 二十八 日 坊 向 了 中 竿 人 民 共和 国 。 陪 同 記、 統 的
有 尼 克 松夫 人 、 美 国 国 会 卿威廉 ・ 5' ホ斯、 足、 銃 助 玉里
亨 手Ij . 基 辛格博士和其他美 国 官 民 。 ①
尼 克 松 忌 筑 子二 月 十一 日 会 見 了 中 国共戸党主席
毛 浮 京 。 丙イ立領 専 人 就 中 美 美 系 和 国 隠事会i人真、 担
率f也交 換 了 意 見 。 ②
坊 問 中 ， 尼 克 松足、 銃 和 周 思 未忌理就美利 些合えた
固 和 中 王手 人 民 共和 国 夫 系正常 化 以 及 双 方 栄 心 的 其他
問題遊行 了 Î i乏、 t人真和坦率的i寸沿。 此 外 ， 国 会 卿
威廉 ・ 5' �新和外交部 長 姫 鵬1也 以 同 祥精神道行了
会淡。
尼 克松足、統 及:)'!;一行i方 向 了 北 京 ， 参 j(JJ� 了 文化、
工.'llé和 汝i[こ項 目 ， 迩坊 [日j 了 杭川 和上海， 在 那 里 継さ支
同 中 国領専 人近行汀 i乞 ;汗参羽 了 美 似 的項 目 。 ③
中 隼 人 民 共 和 田 和 美 利 空合 1);. 国 領 専 人 径迂 速 三
多年一五 没有接触之后， 現在有 机会坦率地互相介詔
彼 此対各科 問題 的現点， ヌナ 此， 双方弘治 是有益 的 。
他的 回 限 了 径応 着重大変化和 巨 大劫 務的 国 応形 勢，
岡 明 了 各 自 的立坊和恋度。 ④
中 国 方 面 声 明 : U]f，旦有圧迫， 明ß1l就有反抗。 国
家要独立， 民族安解放， 人 民妥革命， 巳 成 7J 不可抗
拒的厨 史 潮 流。 国家不分大小， 庇i五一律平等， 大 国
不庇欺負 小 田 ， 強 因不庄欺負 弱 国。 中 国 i夫不i故超級
大 国 ， 弁 且 反 河 任1�J覇校主J昨日 強校政治。 中 国 方面
表示z 笠 J夫支持一切被圧 迫 人 民 和被圧迫 民 族争 取 自
由、 解 放 的斗争z 各 国 人 民 有荻 按 照 自 己 的 意思， 迭
拝 本 国 的社会制度， 有t又t住 J戸本 国独立、 主校和領土
光整， 反 対 外 来侵略、 干 渉 、 栓市!j干日 顛覆。 一切 外 国
主主 臥都 庄撤 回 本 国去。 中 国 方面 表示 : !lEJ夫支持越南、
老M、 東捕若手三 国 人 民 主台 尖 現 自 己 的 自 伝所作的努 力 ，
笠J夫支 持 越 南 南 方 共 和 Ij討 す 革命政府的七点建以 以 及
在 今年二 月 対 其 中 肉小栄縫 問 題 的 況 明 和 印 度 支 那 人
民 最 高 級会 改咲合声 明 j !1Ë <夫支 持朝 鮮 民 主 主 χ 人 民
共和 国 政府一 九七一年 四 月 十二 日 提 出 的 朝鮮和平統
一 的 八 点 方 案和 取 消 “朕合 国 特 国統-J!:栄 委 員 会"
的主政; 埜 J夫 反 対 日 本 � 国 主 X 的 J!: ì舌 和 ヌナタ|、 tt 5長，
lさi夫支持 日 本 人 民 要求建立一小独立、 民 主、 和 平 和
中 立 的 日 本 的思望; 竪決主政印 度手口 巴基斯坦按 照 朕
合 国 犬子 印 巴 問題 的 J夫ì':X.， 立 tlp 把 自 己 的 宰 臥全部撤
回 到 本 国境 内 以 及査i美和 克什米忽停 火銭的各 自 一 方 ，
lEJ夫支 持 巴基斯坦政府和 人 民 主制戸独立、 主枝的斗争
以 及査i莫和 克什米合て 人 民 争 取 自 決奴 的斗争。 ⑤
美 国 方 面 声 明 7J 了 i!E i川和世界的和平， 需要対
緩和 当 前 的 緊 弘局 勢和 消 除 i中 突 的 基 本 原 因 作 出 努 力 。
美 国将致力 子建立公正市稔定的和平。 迄科和平是公
正的， 因 治 官 満 足 各 国 人 民 和各 国争取 自 由 和 遊 歩 的
思望。 迄科和平是程、定的， 因 主主 官 消 除 外 来侵 略 的 危
険。 美 国 支 持全世界各 国 人 民 在 没有外来圧 力 和干預
的 情 況下取得小 人 自 由和社会遊歩。 美 国相信， 改善
具有不 同意t只形 恋 的 国 与 国 之 |司 的朕系， 以 使 減 少 由
子事故、 錯i果f古 i十或渓会 而 引 起 的 対 時 的 危 隆， 有E力
子 緩 和 !家 5* 局 勢 的 努 力 。 各 国庄波互相尊重 弁応、道行
和平完奏， il:行劫 作 出 最 后 判 断 。 任 何 国 家都不皮 自
称一貫正碗， 各 国 都要;住 各 7J 了 共 同 的利 益重新栓査
自 己 的恋度。 美 国 強ì�司 : 庖 L支允汁印 度支Jî!j 各 国 人 民
在不受外 来干 渉 的 情 況下 決 定 自 己 的 命這: 美国一貫
的首要 自 転是淡判 解決， 越 南共 和 国 和 美 国 在一九七
二年一 月 二 十七 日 提 出 的 八 点建以提供 了 宍現送ノト 自
転 的 基硝 ; 在 淡 判 得不到解決吋， 美 国預t十在符合 印
度支那毎小 国 家 自 決i主一 目 綜 的 情 況下 』人 迭小地 区 最
終撤 出 所有 美 国 写 臥。 美 国 将保持其与 大 特 民 国 的 密
切 咲 系 和 ヌナ ち 的支持; 美 国 将 支 持大将 民 国 治 涼求在
朝鮮半 島緩和 : 副長局勢干口 増 加 朕 系 的努 力 。 美国最高
度地珍祝 同 日 本 的 友 好夫系， 汗 将継2柔友 展 現在 的 緊
密紐帯。 抜 照 一 九七一年十二 月 二十一 日 朕 合 国安全
理事会 的決以， 美 国 賛 成 印 度和 巴基斯坦之 間 的 停 火
継紋下 去， 一方ー 把全部軍事力 量撤至本 国 境 内 以 及査i英
和 克什米力て停 火 設 的 各 自 一 方 3 美 国 支持南i!E各 国 人
民 和 平地、 不受軍事威 跡地建没 自 己 的 未来的奴利 ，
而不使途小地 区 成 苅 大 国 党 争 的 目 杯 。 ⑥
中 美丙 国 的社会制度和 対 外 政策有着 本 民 的 区 別 。
但是双方 向 意， 各 国不ìt社会制度如何， 者日庄根据尊
重各 国主奴和領土完整、 不侵犯!ijlj 国 、 不干沙別 国 内
政、 平等互利、 和 平 共よ史 的 原 Ý1IJ 未処理 国 与 国 之 間 的
夫系。 国 F示、争端医在此基砧 上予 以 解 決， 市不i斥渚武
力 和 武 力 威 跡。 美 国 和 中 平 人 民 共和 国 i住 各在他frJ 的
相互夫系 中 実行j主些 原 則 。 ⑦
考応到 国 麻美系的上述jき些 原 則 ， 双方 声 明 : 一
一一 中 美 阿 国 夫 系 走 向正常 化是符合所有 国 家 的 利 益
的; ( i ) 
一一一双方都希望 減 少 国 伝家事沖 突 的 危詮; (ii) 
一一任何一 方都不庇波在亜 討1[-太平洋地 区深求覇
校， 毎一方都 反対任何其他 国 家 或 国 家 集 団 建立返科
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議キ又的努 力 ; (iii) 
一一一任何一 方都不准各代表任何 第三 方遊行淡判 ， 也
不J住 各 同 対方述成幸十対其他 国 家 的tj}ì;え或涼解。 (iiii)⑧
双方都t入苅 ， 任何大 国 与 57 一大 国近行勾 結 反 対
其他国 家， 或者大 国 在世界上刻j分利益沼田， 那 都 是
遥背世 界各 国 人 民 利 益的。 ⑨
双方 回 願 了 中 美両 国 之 関 長 期存在的戸重争端。
中 国 方面重 申 白 己 的 立均z 台 湾 問 題是阻碍 中 美 両 国
うえ系正常 化 的 栄 縫 問 題 ; 中 隼 人 民 共和 国 政府是 中 図
的 唯一合法政府; 台 湾 是 中 国 的一小省， 早 己 目 迩祖
国 z 解放 台 湾 是 中 国 内 政， 別 国 元枝干渉z 全 部 美 国
武装 力 量和 軍事改施必須』人 台 湾 撤走。 中 国 政府lEi夫
反対任何 旨在市IJ 造 “一 中 一 台 \ “一小 中 国、 丙ノト政
府 \ “ 同 小 中 国 " 、 “ 台 湾独立" 和鼓吹 “ 台 湾地位未
定" 的 活 劫 。 ⑮
美 国 方 面声 明 : 美国+人t只到， 在 台 湾 海 峡 丙 i左 的
所有 中 国 人都i人 治 只 有 一小 中 国， 台 湾是 中 国 的 ー音Ií
分。 美国 政府対迭一立坊不提出 界以。 ち 重 申 官 対 由
中 国 人 自 己和平解決 台 湾 問 題 的 美心。 考応到iき一前
景， セ碗i人A人 台 湾撤 出 全部 美 国 武装 力 量和 写事改施
的最終 自 転 。 在 此期 間 ， 官 将随着迭小地 区 緊 弦局 勢
的 緩和逐歩減少 ち 在 台 湾 的 武装 力 量和 竿事法施。 ⑪
双方 向 意， :tt大 同 国 人 民 之 l河 的 了 解是可取 的 。
主主 此 目 的， 他的 就科学、 技木、 文化、 体育 和 新 聞 等
方 面 的 具体領域退行 了 汀玲， 在i主些領域中退行 人 民
之 |肖 的朕 系 和 交 流 将 会是互相有利 的 。 双方各 自 承活
対道一 歩友 展迄科目美系和交 流提供便利 。 ⑫
双方把双迫 貿 易 看 作是 芳 一小可 以帯未互利 的 領
土或， 井一致+人苅 平等互 利 的 径 i汗 夫 系是符合同 国 人 民
的 利 益 的。 他的 同 意 1，; 遂 歩 友 展 両 国 間 的 貿 易 提供便
利 。 ⑬
双方 同 意 ， 他fI'l 将 通辻不 同 渠道保持接触， 包 括
不定期地派遣 美 国 高 級代表前 来 北京 ， 就{足逃丙 田 美
系正常 化道行兵体瑳 商 弁 継さ実就共 同 美心的 問題交換
意 見 。 ⑬
双方希望， 途 次t方 向 的 成果将えJ 丙 国 夫 系 汗日革新
的 前 景。 双方相信， 両 国 夫系正常化不f又符合 中 美丙
由 人 民 的 利 益， 而且会対緩和JE 洲 及世 界 J 剥長局 勢作
出 貢 献。 ⑮
尼克松忌銃、 尼克松夫 人 及 美方一行対 中 竿 人 民
共和 国 政府 和 人 民 主合予他fi'1 有礼貌的 款待， 表示感謝。
一 九七二年二 月 二十八 日
甲 の訳文 共同 コ ミ ュ ニ ケ
中華人民共和国局窓、来総理の ま ね き で ， ア メ リ カ 合
衆国 リ チ ヤ ー ド ・ ニ ク ソ ン大統領は一九七二年二月 二
十一 日 か ら二月 二十八 日 ま で 中華人民共和国 を訪問 し
た。 ニ ク ソ ン夫人， ウ ィ リ ア ム ・ ロ ジ ャ ー ズ ・ ア メ リ
カ 国務長官， 大統領補佐官へ ン リ ー ・ キ ッ シ ンジ ャ ー
博士， お よ びそ の他の ア メ リ カ 政府要員が大統領に随
行 し た。 ①
ニ ク ソ ン大統領は二月 二十一 日 中 国共産党毛沢東主
席 と 会見 し た。 二人の指導者は 中米関係 と 国際実務に
つ い て ま じ め に ， 率直に意見 を交換 し た。 ②
訪問中 ， ニ ク ソ ン大統領 と 周恩来総理は ア メ リ カ 合
衆国 と 中華人民共和国 と の 関係 の正常化， お よ び双方
が 関心 を も っ そ の他の 問題 に つ い て ， 幅広い ， ま じ め
な ， 率直な討議 を お こ な っ た。 そ の ほ か ， ウ ィ リ ア ム
. ロ ジ ャ ー ズ国務長官 と 姫鴎飛外交部長 も 同 じ精神 で
会談 した。
ニ ク ソ ン大統領 と そ の一行は ， 北京 を 訪 問 し ， 文
化 ， 工業， 農業に 関係、 あ る 個所 を 参観 し た。 ま た ， 杭
州 と 上海 を訪問 し ， そ こ でひ き つづ き 中 国 の指導者 と
討議 し ， 同 じ よ う な 個所 を 参観 し た。 ③
中華人民共和国 と ア メ リ カ 合衆国 の指導者は ， こ れ
ほ ど な がい年に わ た っ て接触 が な か っ た あ と ， いま ，
さ ま ざ ま の 問題 に た いす る それぞれの見解 を率直に互
い に紹介 し あ う 機会 を も っ た が ， こ れ を 双方は有益で
あ る と 考え る 。 中華人民共和国 と ア メ リ カ 合衆国の指
導者は ， 重大 な変化 と 巨大な激動が起 こ っ て い る 国際
情勢 を ふ り か え り ， 各 自 の立場 と 態度 を あ き ら か に し
た。 ④
中 国側はつ ぎの よ う に声 明 した。 抑圧 の あ る と こ ろ
に は ， 反抗があ る 。 国家は独立 を求め ， 民族は解放 を
求 め ， 人民は革命 を求め る ， こ れは逆 ら う こ と の で き
な い歴史の潮流 と な っ て い る 。 国家は そ の大小 を い わ
ず， 一律に平等で な ければな ら ず， 大国 は小国 を侮る
べ き で は な く ， 強国 は弱国 を侮る べ き で は な い。 中 国
は け っ し て 超大国 に は な ら な い し ， ま たい か な る 覇権
主義 と 強権政治 に も 反対す る 。 中 国側はつ ぎの こ と を
表明 し た。 自 由 と 解放 を め ざすすべ て の被抑圧人民 と
被抑圧民族の闘争 を だ ん こ 支持す る 。 各国人民 に は ，
自 己 の願望に も と づ い て 自 国 の社会制度 を選択す る 権
利が あ り ， 自 国の独立 ， 主権， 領土保全 を守 り ， 外部
か ら の侵略， 干渉， 支配， 転覆 に反対す る 権 利 が あ
る 。 すべて の外国の軍隊はみ な 自 国 に ひ き あ た る べ き
で あ る 。 中国側はつ ぎ の こ と を表明 し た。 ベ ト ナ ム ，
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ラ オ ス ， カ ンボ ジ ア三国人民が 自 分 の 目 標 を実現す る
た め に は ら っ て い る 努力 を だ ん こ 支持 し ， ベ ト ナ ム 南
部共和臨時革命政府の七項 目 の提案， お よ び今年二月
そ の な か の カ ギ と な る 二つ の 問題 に つ い て く わ え た説
明 ， な ら びに イ ン ド シ ナ人民最高級会議の共同声 明 を
だ ん こ 支持す る 。 朝鮮民主主義人民共和国政府が一九
七一年四月 十二 日 に提出 し た ， 朝鮮の平和的統ーの た
め の八項 目 の案， お よ び 「国連韓国統一復興委員会」
撤廃の主張 を だ ん こ 支持す る 。 日 本軍国主義の復活 と
対外拡張 に だ ん こ 反対 し ， 独立 ， 民主 ， 平和， 中立 の
日 本の樹立 を求め る 日 本人民の願い を だ ん こ 支 持 す
る 。 イ ン ド と パ キ ス タ ンが国連の イ ン ド ・ パ キ ス タ ン
問題 に つ い て の決議に も と づ い て ， た だ ち に 自 己 の軍
隊を全部 自 国 の 国境内 お よ びジ ャ ム ・ カ シ ミ ール停戦
ラ イ ンの各 自 の側 に撤退 さ せ る よ う だ ん こ 主張 し ， パ
キ ス タ ンの政府 と 人民の独立 ， 主権 を守 る 闘争， お よ
びジャ ム ・ カ シ ミ ーノレ人民の 自 決権 を め ざす闘争 を だ
ん こ 支持す る 。 ⑤
ア メ リ カ 側はつ ぎの よ う に声明 し た。 ア ジ ア と 世界
の平和の た め に ， 当面 の緊張情勢 を緩和 し ， 衝突の基
本的原因 を と り の ぞ く 努力 を す る こ と が必要で あ る 。
ア メ リ カ は ， 公正で ， 安定 し た平和 を う ち た て る こ と
に つ く す で あ ろ う 。 こ の平和が公正 な も の で あ る の
は ， 自 由 と 進歩 を め ざす各国人民 と 各国人民 と 各国 の
願い を み たすか ら で あ る 。 こ の平和が安定 し た も の で
あ る の は ， 外部か ら の侵略の危険 を と り の ぞ く か ら で
あ る 。 ア メ リ カ は全世界各国人民が外部か ら の圧力や
介入 の な い状況の も と で ， 個人の 自 由 と 社会の進歩 を
か ち と る の を支持す る 。 ア メ リ カ は ， 具 っ たイ デオ ロ
ギ ー を も っ 固 と 国の聞 の連繋 を 改善 し て ， 事故や誤算
あ る い は誤解 に よ っ て ひ き お こ さ れ る 対決の危険 を減
ら す こ と が緊張情勢緩和の努力 に役立つ も の と 信 じ て
い る 。 各国は互に尊重 し あ い ， ま た平和的競争 を 願 っ
て ， 行動に最後の判断 を 下 さ せ る よ う にす べ き で あ
る 。 い か な る 国で も ， 一貫 し て 正 し い と 自 称すべ き で
は な く ， 各国 は共通の利益の た め に ， 自 分の態度 を あ
ら た め て検討す る 用意が な け ればな ら な い。 ア メ リ カ
は 次の こ と を強調 し た。 イ ン ド シナ諸国人民が ， 外部
か ら の干渉 を う け な い状況の も と で 自 己 の運命 を 決 め
る の を許すべ き で あ る 。 ア メ リ カ の一貫 し た第一 の 目
標は ， 話合い に よ る 解決であ る 。 ベ ト ナ ム 共和国 と ア
メ り カ が一九七二年一月 二十七 日 に お こ な っ た八項 目
の提案は ， こ の 目 標 を 実現す る た め の基礎 を 提 供 し
た。 話合い で解決で き な い場合に は ， ア メ リ カ は ， イ
ン ド シナ の お の お の の国の 自 決 と い う 目 標 に 合致す る
状況の も と で ， こ の地域か ら ， 最終的 に ア メ リ カ 軍 を
の こ ら ず撤退 さ せ る で あ ろ う 。 ア メ リ カ は ， 大韓民国
と の密接 な連係 お よ び こ れ に たい す る 支持 を保持す る
で あ ろ う 。 ア メ リ カ は ， 大韓民国 が朝鮮半島で緊張情
勢の緩和 を ば か り ， 連係 をふやすた め は ら っ て い る 努
力 を支持す る で あ ろ う 。 ア メ リ カ は ， 日 本 と の友好関
係 を最高度に重視 し て お り ， 現存の緊密 な結びつ き を
ひ き つ づ き 発展 さ せ る で あ ろ う 。 一九七一年十二月 二
十一 日 の 国連安全保障理事会 の 決議 に も と づい て ， ア
メ リ カ は ， イ ン ド と パ キ ス タ ンがひ き つづ き 停戦 し ，
すべて の軍事力 を ， 自 国 の 国境内 ， お よ びジ ャ ム ・ カ
シ ミ ーノレ停戦ラ イ ンの各 自 の側に撤退 さ せ る こ と に賛
成す る 。 ア メ リ カ は ， 南 ア ジ ア諸思人民が平和的 に ，
軍事的脅威 を な げ る こ と な く ， 自 己 の未来 を き ず く 権
利 を支持 し ， こ の地域が大国の競争の 目 標 と な ら な い
よ う に す る 。 ⑥
中米両国の社会制度 と 対外政策 に は本質的 な違い が
あ る 。 し か し ， 双方はつ ぎ、 の こ と に 同意 し た。 各国 は
社会制度 のい か ん を と わずいずれ も ， 各国 の主権 と 領
土保全の尊重， 他国 に たい す る 不侵犯 ， 他国 の 内政に
たいす る 不干渉， 平等互恵， 平和共存 と い う 原則 に も
と づい て 固 と 国 と の 間 の 関係 を処理すべ き で あ る 。 国
際紛争は こ の基礎に た っ て解決すべ き で あ っ て ， 武力
や武力 に よ る 威か く に う っ た え る べ き で は な い。 ア メ
リ カ と 中華人民共和国 は ， そ の相互関係 に こ れ ら の原
則 を 適用 す る用意があ る 。 ⑦
国際関係の上述の諸原則 を考慮 し て ， 双方は つ ぎ の
こ と を声明 し た。
一一中米両国の 関係が正常化に 向 か う こ と はすべて
の 国 ぐ に の利益に合致す る も の で あ る 。 ( i ) 
双方は と も に ， 国際的軍事衝突の危険が少 な く
な る こ と を望んで い る 。 (ii)
一一 ど ち ら の側 も ア ジ ア ・ 太平洋地域で覇権 を求め
る べ き で は な い。 いずれの側 も い か な る そ の他の国 あ
る い は国家集団が こ う し た覇権 を う ち た て よ う と す る
こ と に反対す る 。 (iii)
一一 ど ち ら の側 も い か な る 第三者 を 代表 し て交渉す
る つ も り は な く ， ま た ， 相手方 と ， そ の他 の 国 ぐ に に
つ い て の協定や了解に たつ す る つ も り も な い 。 (iiii)③
双方は と も に ， い か な る 大国 が も う 一つ の大固 と 結
託 し て他の国に反対す る こ と ， あ る い は大国が世界で
利益範囲 を分割す る こ と は ， いずれ も 世界各国人民 の
利益に そ む く も の で あ る と 考え る 。 ⑨
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双方は ， 中米両国間に長年 ら い存在 し て き た重大な
紛争 を ふ り か え っ た。 中 国側はつ ぎの よ う に 自 己 の 立
場 を か さ ね て あ き ら か に し た。 台湾問題は ， 中米両国
関係 の正常化 を 妨 げて い る カ ギ と な る 問題で あ る 。 中
華人民共和国政府 は 中 国 の 唯一の合法政府で あ る 。 台
湾 は 中 国の一つの省で あ り ， は や く か ら祖国 に返還 さ
れ て い る 。 台湾の解放は 中 国 の 内政問題で あ っ て ， 他
国 に は 干渉す る 権利は な い。 ア メ リ カ の すべ て の 武装
カ と 軍事施設は台湾か ら撤去 さ れ な ければな ら な い。
中 国政府は ， I一つ の 中 国 ， 一つ の 台湾J I一つ の 中 国
二つの政府J I二つ の 中 酉J I台湾独立」 を鼓吹す る こ
と を 目 的 と す る い か な る 活動 に も だ ん こ 反対す る 。 ⑩
ア メ リ カ 倶1]はつ ぎ の こ と を 声 明 し た。 ア メ リ カ は ，
台湾海峡両側のすべ て の 中 国人がみな 中 国 は た だ一つ
で あ り ， 台湾 は 中 国 の一部で あ る と 考 え て い る こ と を
認識 し た。 ア メ リ カ 政府は こ の立場に異議を 申 し立 て
な い。 ア メ リ カ 政府は ， 中 国人 自 身に よ る 台湾 問題 の
平和的解決 に たいす る ア メ リ カ 政府の 関心 を 重ね て あ
き ら か に す る 。 こ の展望に 立 っ て ， ア メ リ カ 政府は 台
湾 か ら すべ て の ア メ リ カ の武装力 と 軍事施設を撤去す
る 最終 目 標 を確認す る 。 こ の期間 に ， ア メ リ カ 政府は
こ の地域の緊張情勢の緩和 に し たが っ て ， 台湾 に お け
る そ の 武装カ と 軍事施設 を しだい に減 ら して ゆ く で あ
ろ う 。 ⑪
双方は ， 両国人民 の あ い だ の理解 を ひ ろ げ る こ と が
望 ま し い も の で あ る と い う こ と に 同意す る 。 こ の 目 的
の た め に ， 双方は科学， 技術， 文化， ス ポー ツ ， 報道
な ど の面の具体的 な 分野に つ い て討議 し た。 こ れ ら の
分野で人民の あ い だ の連係 と 交流 を お こ な う こ と は ，
互に有利 な も の と な る で あ ろ う 。 双方は ， それぞれ こ
の よ う な連係 と 交流 を い っ そ う 発展 さ せ る こ と に 使宜
を提供す る こ と を承諾 し た。 ⑫
双方は双務的 な 貿易 が瓦恵 を も た ら す も う 一つ の分
野で あ る と みて お り ， 平等互恵の経務関係 は両国人民
の利益 に合致 し て い る と 一致 し て考え る 。 双方は両国
間 の 貿易 を し だい に 発展 さ せ る た め ， 便宜 を提供す る也
こ と に 同意 し た。 ⑬
双方は ， 不定期的 に ア メ リ カ の高級代表 を 北京 に派
遣す る こ と も ふ く む ， い ろ い ろ な ルー ト に よ る 接触 を
保 ち ， 両国関係正常化の促進に つ い て具体 的 に 相 談
し ， ま た ， と も に 関心 を よ せ て い る 問題 に つ い て ひ き
つ づ き 意見 を交換す る こ と に 同意 し た。 ⑬
双方は ， 今回 の訪問の成果が両国関係 に新 し い展望
を き り ひ ら く こ と を 希望する 。 双方は ， 両国関係 の正
常化は ， 中米両国人民の利益 に 合致す る だ け で な く ，
ア ジ ア と 世界の緊張情勢の緩和 に も 貢献す る も の と 信
じ て い る 。 ⑬
ニ ク ソ ン大統領， ニ ク ソ ン夫人お よ び ア メ リ カ 側 の
一行は ， 中華人民共和国 の政府 と 人民の礼をつ く し た
も て な し に感謝の 意 を表わ し た。
乙
一九七二年二月 二十八 日 。
中 平 人 民 共和 国 政 府 . •朕合声 明日 本 国 政 府
日 本 国 内 |淘 忌理大 臣 田 中 角 采庄 中 王手 人 民 共 和 国
国 条 院忌理周思来的選 i青， 子一 九七二年 九 月 二十五
日 至 九 月 三十 日 訪 問 了 中 午 人 民 共和 国 。 陪同 田 中 角
栄 足、理大 臣 的有大平正芳 タ卜多大 臣 、 二二 険 堂 内 迭 問 官
房長 官 以 及其他官 民 。 ①
毛浮京主席 子 九 月 二十七 日 会見 丁 目 中 角 栄 J臣、理
大 臣 。 双方遊行 了 i人真、 友好的淡活。 ②
周 恩 来忌理、 姫鵬1外交部長 和 田 中 角 采足、理大
臣 、 大平正芳タト 会 大 臣 ， 始終在友 好汽気 中 ， 以 中 日
丙 国 邦交正常 化 問 題 先 中 心， 就 丙 国 伺 的 各工員 河 題 ，
以 及 双方 失 心 的其他 問題， i人真 、 土旦率地苅尖 了 意 見 ，
同 意 友 表 両 国 政府 的下述朕合声 明 : ③
中 日 両 国 是一衣帯水的宇昨日 ， 有 着 悠 久的伶銃友
好的応 史 。 丙 国 人 民 切望結 束迄今存在子 丙 国 間 的不
正常状恋。 肢争状�的結束， 中 日 邦 交 的正常化， 悶
国 人 民 迄科思望 的 実 現， 将掲 汗 両 国 美系史新的一束。 岳〉
日 本方 面痛 感 日 本 国 辻 去 由 子故争姶 中 国 人 民 造
成的重大損害的責任， 表示深刻 的 反省 。 日 本方 面 重
申 立占在充分理解 中 平 人 民 共 和 国 政府 提 出 的 “主主 交 三
原 則 " 的 立場上， 1某求実現 日 中 邦交正常 化i主一 見解z
中 国 方 面 対 比表示現迎。 ⑤
中 日 丙 国尽管社会制度不 同 ， 五立t支 而且可 以 建 立
和平友好美系。 同 国 邦交正常化， 友 展 丙 国 的睦符友
好美系， 是符合阿 国 人 民 利 益的， 也是対緩和iIE ìJ'I l 緊
政局 勢和維炉世界和 平 的 貢 献。 ⑥
(ー ) 自 本 声 明 公布 之 日 起， 中 竿 人 民 共和 国 和 日 え
国 之 |司迄今治 止 的不正常状恋宣告結束。
(ゴ 日 本 国 政府承主人 中 竿 人 民 共和 国 政府是中 国 的
唯一合法政府。
(::=.) 中 竿 人 民 共和 国 政府重 申 . 台 湾 是 中 iþ 人 民 共
和 国 領土不可分割 的一部分。 日 本 国 政府 充分理解和
尊 重 中 国政府的速一立坊， 丹空持遵循iÌ，皮茨坦公告第
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八 条 的立坊。
(叫 中 竿 人 民 共和 国 政府和 日 本 国 政府決定 自 づL
七二年 九 月 二 十 九 日 起建立外交尖系。 丙 国 政府 決定，
按 照 国 日示 法 和 国 F示慣例， 在 各 目 的首都治 対 方 大使t主
的建立和 覆行限 会采取一切 必要的措施， ヂF尽快互換
大使。
恒) 中 平 人 民 共和 国 政府宣布: 元 了 中 日 丙 国 人 民
的 友 好， 放 奔 対 日 本 国 的 故争賠イ主要求。
林) 中 平 人 民 共和 国政府和 日 本 国 政府 同 意在互相
尊重主杖和領土完整、 互不侵犯、 互不干 渉 内 政、 平
等互利、 和 平共処各項 原 則 的基硝上， 建立 阿 国 岡 持
久的和平友好夫系。
根据上述原 則 和 取 合 国 完 章 的 原 則 ， 丙 国 政府碗
i人， 在 互相 夫 系 中 ， 用 和 平 手段解決一切争端， 而不
浜渚武 力 和 武 力 威 跡。
(七) 中 日 邦交正常化， 不 是宅十対 第 三 国 的 。 丙 国任
何一方都不庄在正 洲 和 太平洋地 区深求覇杖， 毎一方
都 反 対任何其他 国 家 或 国 家 集 団 建立返1"jl覇杖 的努 力 。
仏) 中 王手 人 民 共和 国 政府 和 日 本 国 政府 方 T J}L 田 和
友 展 丙 国 |司 的和 平 友 好夫 系 ， 同 意、退行 以 締 結 和 平 友
好 条 約 泊 目 的 的 淡 判 。
(刈 中 竿 人 民 共 和 国 政府和 日 本 国 政府 苅 送一 歩 友
展丙 国 間 的 栄 系 和 r大 人 民 来往 ， 根据需要 井 考 慮 到
巳有的 民 間 協定， 同 意 逃行 以 締 結 貿 易 、 航海、 五)1 空 、
治�等協定79 目 的 的淡判。
中 竿 人 民 共 和 国 日 本 国
国 条 院 忌 理 内 |司 忌 理 大 臣
周 恩 来 田 中 角 栄
中 平 人 民 共 和 国 日 本 国
外 交 部 長 タト 会 大 臣
姫鵬� 大 平 正 芳
田 中総理大臣及び大平外務大 臣 と 周恩来総理及び姫
鵬飛外交部長は ， 日 中両国間 の 国交正常化問題 を は じ
め と す る 両国間の諸問題及び双方が関心 を有す る そ の
他の諸問題に つ い て ， 終始， 友好的 な ふ ん 囲気の な か
で真剣かっ率直に意見 を 交換 し ， 次 の 両政府の共同声
明 を 発出する こ と に合意 し た。 ③
日 中両国は ， 一衣帯水の 間 に あ る 隣国 で あ り ， 長い
伝統的友好の歴史 を有す る 。 両国人民は ， 両国間 に こ
れ ま で存在 し て い た不正常 な状態 に 終止符 を打つ こ と
を 切望 し て い る 。 戦争状態 の終結 と 日 中 国交の正常化
と い う 両国人民の願望の実現は ， 両国関係 の歴史 に新
た なー頁 を 聞 く こ と と な ろ う 。 ④
日 本側は ， 過去 に おいて 日 本国が戦争 を 通 じ て 中 国
人民 に重大な損害 を与え た こ と につ い て の責任 を 痛感
し ， 深 く 反省す る 。 ま た ， 日 本側 は ， 中華人民共和国
政府が提起 し た 「復交三原則」 を 十分理解す る 立場 に
立 っ て 国交正常化の実現 を は か る と い う 見解を再確認
す る 。 中 国側は ， こ れ を歓迎す る も の で あ る 。 ⑤
日 中両国間 に は社会制度 の相違が あ る に も かかわ ら
ず， 両国は ， 平和友好関係、 を 樹立すべ き で あ り ， ま
た ， 樹立する こ と が可能で あ る 。 両国 間 の 国交 を正常
化 し ， 相互に善隣友好関係 を 発展 さ せ る こ と は ， 両国
国民の利益 に 合致する と こ ろ で あ り ， ま た， ア ジ ア に お
け る 緊張緩和 と 世界の平和に貢献す る も の で あ る 。 ⑤
一 ， 日 本国 と 中華人民共和国 と の 問 の こ れ ま で の 不
正常 な状態は ， こ の共同声明 の 発出 さ れ る 日 に終了す
る 。
ニ， 日 本国政府は ， 中華人民共和国政府 が 中 国 の 唯
ーの合法政府で あ る こ と を承認す る 。
三 ， 中華人民共和国政府は ， 台湾が 中華人民共和国
の領土の不可分の一部 で あ る こ と を重ねて表明す る 。
日 本国政府は ， こ の 中華人民共和国政府の立場 を 十分
理解 し ， 尊重 し ， ポ ツ ダ ム宣言第八項に基づ く 立場 を
今 九 七二年 九 月 二 十 九 日 子 北 京 堅持す る 。
乙 の 日 文 日 本国政府 と 中華人民共和国政府の共同声 四 ， 日 本国政府及び中華人民共和国政府は ， 千九百
明 七十二年九月 二十九 日 か ら 外交関係 を樹立す る こ と を
日 本国 内閣総理大 臣 問 中角栄は ， 中華人民共和国国 決定 し た。 両政府は ， 国際及び国際慣行 に従い ， それ
務院総理局恩来の招 き に よ り ， 千九百七十二年九月 二 ぞれの首都に お け る 他方の大使館の 設置及びそ の任務
十五 日 か ら 九月 三十 日 ま で ， 中華人民共和国 を 訪問 し 遂行の ため に必要 な すべて の措置 を と り ， ま た ， で き
た。 田 中総理大臣 に は大平正芳外務大臣 ， 二階堂進内 る だ け すみやか に大使 を 交換す る こ と を 決定 し た。
閣官房長官及びそ の他の政府職員が随行 し た。 ① 五， 中華人民共和国政府は ， 中 日 両国国民の友好の
毛沢東主席 は ， 九月 二十七 日 に 田 中角 栄総理大 臣 と た め に ， 日 本国 に対す る 戦争賠償の請求 を放棄す る こ
会見 し た。 双方は ， 真剣かっ友好的 な話合い を 行な っ と を宣言す る 。
た。 ② 六 ， 日 本国政府及び中華人民共和国政府は ， 主権及
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び領土保全の相立尊重， 相互不可侵， 内政に対す る 相
互不干渉， 平等及び互恵並びに平和共存の諸原則の 基
礎の上に両国間 の恒久的 な平和友好関係 を確立す る こ
と に合意す る 。
両政府は ， 右の諸原則及び国際連合憲章の原則 に 基
づ き ， 日 本国及び 中 国 が ， 相互の 関係 に おい て ， す べ
て の紛争 を平和的手段に よ り 解決 し ， 武力又は武力 に
よ る威嚇 に訴え な い こ と を確認す る 。
七 ， 日 中両国間 の 国交正常化 は ， 第三国 に対す る も
の で は な い。 両国の いずれ も ， ア ジ ア ・ 太平洋地域 に
お い て 覇権 を求め る べ き で は な く ， こ の よ う な 覇権 を
確立 し よ う と す る 他の い か な る 国 あ る い は 国の集団 に
よ る 試み に も 反対す る 。
八， 日 本国政府及び中華人民共和国政府は ， 両国間
の 平和友好関係 を強固 に し， 発展 さ せ る た め ， 平和友好
条約の締結 を 目 的 と し て交渉 を行 う こ と に 合意 し た。
九 ， 日 本国政府及び中華人民共和国政府は ， 両国間
の 関係 を一層 発展 さ せ ， 人的往来 を拡大す る た め ， 必
要 に応 じ ， ま た ， 既存の 民間取 り 決め を も 考 慮 し つ
つ ， 貿易 ， 海運， 航空， 漁業等の事項に 関する 協定 の
締結 を 目 的 と し て ， 交渉 を行な う こ と に 合意 し た。
千九百七十二年九月 二十九 日 に 北京で
日 本圏 内閣総理大臣 署名
日 本圏外務大臣 署名
中華人民共和国国務院総理 署名
中華人民共和国外交部長 署名
内
中 竿 人 民 共和 国
和 平 友 好 条 約日 本 国
中 竿 人 民 共 和 国 和 日 本 国 満 意 地 図 願 了 白 一 九七
二年 九 月 二 十 九 日 中 竿 人 民 共 和 国政府和 臼 本 国 政府
在 北 京 友 表朕合声 明 以 来， 両 国 政府和 丙 国 人 民 之 問
的友好美系在新的 基拙 上荻得仮 大 的 反; 展 ; ①
硫以上述取合声 明 是 両 国 間 和 平 友 好 夫系 的 基拙，
朕 合 声 明 所友 表的各Jlíî 原 岡rj l_\\Z予F格遵 守; ②
碗主人朕 合 国 完 章 的 原庇予充分尊重; 希望 対立I ill l
和世界和平与安定作 出 貢献; ③
メJ 了 汎 固 和 友 展 岡 田 [画l 的和 平 友好美系; ④
決 定 締 結 和 平友 好 条 約 ; 苅 此各 自 委派全奴代表
如下: ⑤
中 王手 人 民 共 和 国 委派外交部長黄竿.
日 本 国 委派タト 条 大 包 囲 回 亙。
双方全校代表互棺校 関 全校t正i';， i人 為 妥善后，
大成I州政日下:
第 一 条
一、 締 約 双 方 庇在互相尊重主奴和 領土完整、 互
不侵犯、 互不干 渉一 内 政、 平等互 利 、 和 平 共 処各項原
則 的 基組上， 反; 展 岡 田 岡持久的和平友 好栄系。
二 、 根据上述各I貝 原 則 和朕 合 国 完 章 的 原 ÿ)IJ ， 締
約双方碗i人， 在互相 夫 系 中 ， 用 和 平 手段解J夫一切 争
端， 市不ì}手渚武 力 手口 武 力 威 跡。
第 二 条
締 約 双 方 表 明 任何一 方 都不庄在豆 洲 和 太 平 洋
地 区 或其他任何地 区 深 求話奴， 井 反 対任何其他国家
或 国 家 集 団 建立返手l'霊前叉 的努 力 。
第 三 条
締 約 双 方 将 本着陸守口友好的精神， 技 照 平等互利
和互不干 渉 内 政 的 原 則 ， 治 法一 歩 :ði: 展 丙 国 之 閥 的 経
済美系和文化美 系， 促迭 問 国 人 民 的往 来 而 努 力 。
第 四 条
本 条 約 不影H向 締 約 各 方 同 第 三 国 夫系 的 立均。
第 五 条
、 本 条 約 {Dl径批准， 自 在 京 京 交換 批 准 ごr; 之 日
起生致。 本 条 約有致jJ:Jj久j 十年。 十年 以 后 ， 在根据本
条 第二款的規定宣布 終止 以 前， 将鍛 鉄有数。
二、 締 約 任何一 方在最初十年期 満 吋 或在其后 的
任 何 吋候， 可 以 在一年 以前， 以 布、面預先 通 知 締 約 男
一 方 ， 終止本条 約 。
双方全校代表在 本 条 約 上益 字 義章， 以 B自信守。
本 条 約 子一 九七八年八 月 十二 日 在 北 京 芸ì=ìT， 共
丙イ分， 毎イ分都用 中文和 日 文 写 成 ， 内 科文本具有 同 等
放力 。
中 平 人 民 共 和 国 全校代表 玄 王手 (答字)
日 本 国 全 校 代 表 因 目立 (笠字)
丙 の 日 文 日 本国 と 中華人民共和国 の 聞 の平和友好条
約
日 本国及び中華人民共和国 は ，
千九百七十二年九月 二十九 日 に 北京で 日 本国政府及
び中華人民共和国政府が共同声明 を発出 し て以来， 両
国政府及び両国民の 聞 の 友好関係 が新 しい基礎の上に
大 き な 発展 を遂げて い る こ と を満足 の 意 を も っ て 回顧
し ， ①
前記の共同声明が両国間 の平和友好関係 の基礎 と な
る も の で あ る こ と 及 び前記の共同声明 に示 さ れた諸原
則が厳格に 遵守 さ れ る べ き こ と を確認 し ， ②
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国際連合憲章の原則が十分 に尊重 さ れ る べ き こ と を
確認 し ， ①
ア ジ ア及び世界の平和及び安定に寄与す る こ と を希
望 し ， ④
両国間 の常和友好関係 を確固に し ， 発展 さ せ る た
め ，
平和友好条約 を締結す る こ と に決定 し ， こ の た め ，
次の と お り それぞれ全権委員 を任命 し た。 ⑤
日 本国 外務大臣 園 田 直
中華人民共和国 外交部長 黄華
こ れ ら の全権委員 は ， 五 に そ の全権委任状 を示 し ，
そ れが良良好妥 当 で あ る と 認め られた後， 次の と お り
協定 し た。
第一条
1 両締約国は ， 主権及び領土保全の相互尊重， 相
互不可侵， 内政に対す る 相互不干渉， 平等及び互恵並
に平和共存の諸原則の基礎の上に ， 両国間 の 恒久的 な
平和友好関係 を 発展 さ せ る も の と す る 。
2 両締約国 は ， 前記の諸原則及び国際連合憲章の
原則に基づ き ， 相互の 関係 に おい て ， すべ て の紛争 を
平和的手段に よ り 解決 し及び武力又は武力 に よ る 威嚇
に訴え な い こ と を確認す る 。
第二条
雨締約国 は ， そ の いずれ も ， ア ジ ア ， 太平洋地域に
おい て も 又は他のいずれの地域に お い て も 覇権 を 求 め
る べ き で は な く ， ま た ， こ の よ う な 覇権 を確立 し よ う
と す る 他 の い か な る 国又は 国 の集団に よ る 試み に も 反
対す る こ と を表明す る 。
第三条
両締約国は ， 善隣友好の精神に基づ き ， かつ ， 平等
及び互恵並 び に 内政に対する 相互不干渉の 原 則 に 従
い ， 両国間 の経済関係及び文化関係 の一層 の 発展並び
に両国民 の交流の促進の た め に努力 す る 。
第四条
こ の条約は ， 第三国 と の 関係 に 衡す る 各締約国の立
場に影響 を及ぼす も の で は な い。
第五条
1 こ の条約は ， 批准 さ れ る も の と し ， 東京で行わ
れ る 批准書の交換の 日 に効力 を生ず る 。 こ の条約は ，
十年間効力 を有す る も の と し ， そ の後は 2 の 規定 に
定め る と こ ろ に よ っ て終了す る ま で効力 を存続す る 。
2 いずれの一方の締約国 も ， 一年前に他方の締約
国 に 対 し て 文書に よ る 予告 を 与 え る こ と に よ り ， 最初
の十年の期間 の満了 の 際又 は そ の後いつで も こ の条約
を終了 さ せ る こ と がで き る 。
以上の証拠 と し て ， 各全権委員 は ， こ の条約に署名
調印 し た。
千九百七十八年八月 十二 日 に 北京で ， ひ と し く 正文
で あ る 日 本語及び中国語に よ り 本書二通 を 作成 し た。
丁
日 本国 の た め に 園 田 直
中華人民共和国 の た め に 黄華
中 平 人 民 共和 国和美利 笠合余 国 美 子 建 立 外 交 美
系 的 朕 合公抜
一 九七一年一 月 一 日
中 竿 人 民 共和 国和 美 利 竪合 余 国 商 定 自 一 九 七 九
年一 月 一 日 起互相承弘 弁 建 立 外 交 尖 系 。 ①
美利笠合fJ;. 国承i人 中 平 人 民 共和 国 政府是 中 国 的
唯一合法政府。 在此氾 圏 内 ， 美 国 人 民 将 同 台 湾 人 民
保持文化、 商 会 和其他非 官 方 尖 系 。 ②
中 平 人 民 共和 国 和 美 利 堅合 fJ;. 国 重 申 上海 公 抜 中
双方一 致 同 意 的 各項 原 則 ， 井再次強i用: ③
双方都希望 減 少 国 伝写事沖 突 的 危 陰。 (1)
一一任何一 方都不庄該在亜 洲 大平洋地 区 以
及世 界上任何地 区深求覇杖， 毎 一 方 都 反 対任何其他
国 家 或 国 家 集 団 建立 i主 科覇 奴 的努 力 。 (2)
一一一任何一 方 都 准 各代 表任 何 第 三 方 遊行淡 判 ，
也不准 各 同 声l 方 述成主十対其他 国 家 的 I加え 或涼解。 (3)
←一一美手IJ�三合余 国政府承t人 中 国 的 立 坊 ， 日日 只 有
一小 中 国， 台 湾 是 中 国 的 一部分。 (4)
一一双方主人 九 中 美栄 系正常 化不{又符合 中 国 人
民 和 美 国 人 民 的 利 益， 而且有 助 子 正 洲 和世 界 的 和 平
事.illéo (5) 
中 竿 人 民 共和 国 和 美利 1!2合 余 国 将子一 九七 九年
三 月 一 日 互派大使 弁 建立大使館。 ④
丁 の訳文
中華人民共和国 と ア メ リ カ 合衆国 と の 問 の外交関係
樹立 に関する 共同 コ ミ ュ ニ ケ
一九七九年一月 一 日
中華人民共和国 と ア メ リ カ 合衆国は ， 一九七九年一
月 一 日 か ら互に承認 し あ う と 同時 に外交関係 を樹立す
る こ と に 同意 し た。 ①
ア メ り カ 合衆国は ， 中華人民共和国政府が 中 国 の唯
一の合法政府で あ る こ と を承認す る 。 こ の枠 内 に お い
て ， 米国人民は 台湾人民 と 文化 ， 通商及びそ の他の 非
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政府聞 の 関係 を維持す る 。 ②
中華人民共和国 と ア メ リ カ 合衆国は ， 上海 コ ミ ュ ニ
ケ に おい て 双方が一致 し て 同意 し た諸原則 を重ねて 表
明 し ， 次 の と お り 再び強調す る 。 ③
一一双方は と も に ， 国際的軍事衝突の危険が減少す
る こ と を望んで い る 。 (1)
一一双方 の い ずれ も ， ア ジ ア ・ 太平洋地域に お い て
も 世界のいずれの地域に おい て も 覇権 を求 め る べ き で
は な く ， 双方 と も ， こ の よ う な 覇権を確立 し よ う と す
る 他の い か な る 国又は 国 の集団 に よ る 試み に 反 対 す
る 。 (2)
一一双方 の い ずれ も ， い か な る 第三者 を代表 し て交
渉 を お こ な う つ も り は な く ， ま た ， 他の 国 ぐ に に む け
ら れ る 合意や了解 を相手方 と ， と り き め る つ も り も な
い。 (3)
一一ア メ リ カ 合衆国政府は ， 中 国 は た だ 一 つ で あ
り ， 台湾 は 中 国の一部で あ る と い う 中 国 の立場 を承認
す る 。 (4)
一一一双方は ， 中米関係正常化が 中 国人民 と ア メ リ カ
人民の利益 に 合致す る ばか り で な く ， ア ジ ア と 世界の
平和事業 に も 役立つ も の で あ る と 考 え る 。 (5)
中華人民共和国 と ア メ リ カ 合衆国 は ， 一九七九年三
月 一 日 に 大使 を 交換 し ， 大使館 を 開設す る 。 ④
成
中 竿 人 民 共和 国政府声 明
中 学 人 民 共和 国 和 美利 �歪合 余 和 一 九七九年一 月
一 日 起互相承主人 弁 建 立 外 交 美 系 ， h人而結束 了 丙 国 美
系的長 期不正常状iðo j主 是 中 美栄系 中 的応 史性事件。
fA 所 周 知， 中 平 人 民 共和 国 政府是 中 国 的唯一合
法政府， 台 湾 是 中 国 的一部分。 台 湾 問 題 曽 径是 阻碍
中 美 丙 国 実現美系正常 化的美縫 問 題 。 根据上海公扱
的精神， 径 i立 中 美 双方 的 共 同 努 力 ， 現在 jき 小 問 題 在
中 美 丙 国 之 問 得到 了 解決， h人而 使 中 美 丙 国 人 民 熱切
期 望 的 美 系正常 化得 以 実現。 三三子解決 台 湾 リヨ 回 祖 国 、
完 成 田 家統 一 的 方 式， 迭完全是 中 国 的 内 政。
ラ� 1.足i丑 中 美 丙 国 人 民 的 友i主和 阿 国 良 好 夫 系 的 道
一 歩 友 展， )五 美 国 政府 的 選 i青， 中 竿 人 民 共和 国 国 条
院副 忌理郊小平将子一 九七 九年一 月 紛 対 美 国 逃行正
式i方 向 。
0979年 1 2 月 16 日 友 表 )
成 の 訳文 中華人民共和国政府声 明
中華人民共和国 と ア メ リ カ 合衆国 は ， 一九七九年一
月 一 日 か ら互い に承認 し あ う と 同時に外交関係 を樹立
し ， こ れ に よ っ て両国関係 の長期 に わ た る 不正常な状
態 に 終止符 を う っ た。 こ れは 中米両国関係 に お け る 歴
史的 な で き ご と で あ る 。
周知の と お り ， 中華人民共和国政府は 中 国 の唯一の
合法政府で あ り ， 台湾は 中国の一部で あ る 。 台湾問題
は かつ て 中米両国関係正常化 を さ ま た げ る 重要な 問題
で あ っ た。 い ま こ の 問題 は ， 上海 コ ミ ュ ニ ケ の精神に
も と づ き ， 中米双方の共同の努力 に よ っ て ， 中米両国
間で解決 を み る こ と がで き ， 中米両国人民が熱 し て き
た両国関係の正常化は実現 さ れたの で あ る 。 台湾の祖
医復帰 を解決 し ， 国家の統ー を完成す る 方式について
は ， こ れは ， あ く ま で 中 国 の 内政で あ る 。
中米両国人民の友情 と ， 両国 の 良好 な 関係 のいっそ
う の 発展 を う な がす た め ， 中華人民共和国国務院副総
理郵小平は ， 米国政府の招 き に応 じ ， 一九七九年の一
月 に米国 を公式訪問す る 。
己 の訳文 ア メ リ カ 政府芦 明
「一九七九年一月 一 日 を期 し ， ア メ リ カ 合衆国は ， 中
華人民共和国が中 国 の唯一の合法的政府で あ る こ と を
承認す る 。 同 日 ， 中華人民共和国は ア メ リ カ 合衆国 に
同 じ承認 を あ た え る 。 ア メ リ カ は こ れ に よ っ て 中華人
民共和国 と 外交関係 を樹立す る こ と に な っ た 。 」①
「同 日 ， つ ま り 一九七九年一月 一 日 ， ア メ リ カ 合衆国
は 台湾に ， 外交関係 の終結 を通告 し ， ア メ リ カ と 中華
民国の共同防衛条約 も 条約の規定 に の っ と り 終了す る
こ と に な る 。 ア メ リ カ は ま た ， 四 カ 月 以 内 に 台湾か ら
残留 ア メ リ カ 側軍事要員 を 引 き揚 げ る こ と を 声 明 す
る 。 」②
「今後， ア メ リ カ 人民 と 台湾人民は公式の政府代表機
関 が な く ， 外交関係 も な い状況の も と で ， 通商， 文化
お よ びそ の 他の関係 を保つ こ と に な ろ う 。 」③
「わ が政府は ， 正常化後の新た な状況下で通商， 文化
お よ びそ の他の非政府関係 を維持す る た め ， われわれ
の法律 と 規定 を調整す る こ と に な ろ う 。 」④
「 ア メ リ カ は ， 台湾人民が平和 と 繁栄の未来 を も つ も
の と 確信す る 。 ア メ リ カ は 台湾 問題の平和的解決にひ
き つ づ き 関心 を も っ と と も に ， 台湾問題が 中 国人 自 身
に よ っ て平和的 に解決 さ れ る よ う 望む 。 j⑤
「 ア メ リ カ は人民共和国 と の外交関係樹立が ア メ リ カ
の重要な安全保障上の利益 と 経済的利益 を も た ら すア
ジ ア の安定 に役立つ と と も に ， 全世界の平和に役立つ
も の と 信ず る 。」⑥
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